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ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態

大

野

英

土手

え

お

き

帝
制
ド
イ
ツ
白
労
働
運
動
史
上
、
炭
鉱
労
働
運
動
は
、
基
本
原
料
生
産
部
門
に
お
け
る
運
動
で
あ
る
が
ゆ
え
に
重
要
注
意
義
を
も
っ

に
い
た
っ
た
だ
け
で
は
た
〈
、
そ
の
規
模
左
ら
び
に
形
態
白
一
聞
広
島
い
て
屯
ま
こ
と
に
注
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
と
む
わ
け
一

八
八
九
年
治
よ
び
一
九

O
五
年
の
二
大
炭
鉱
ス
}
ラ
イ
キ
は
、
前
者
が
ピ
ス
マ
ル
ク
失
脚
と
白
闘
連
陀
治
い
て
、
後
者
が
大
衆
ス
ト
ラ

イ
キ
問
題
を
め
ぐ
る
社
会
民
主
党
内
部
の
抗
争
と
の
関
連
に
治
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
帝
制
ド
イ
ツ
の
政
治
過
程
に
す
く
去
か
ら
ぬ
問
題
を

七
な
げ
か
け
て
い
る
だ
け
に
、
従
来
し
ば
し
ば
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
近
に
も
こ
の
炭
鉱
労
働
運
動
に
関
し
て

一
連
の
労
作
が
光
表
さ
れ
、
モ
の
経
過
は
一
段
と
明
確
に
さ
れ
て
い
る
が
、
た
お
炭
鉱
労
倒
力
白
存
在
形
態
に
た
ち
い
っ
た
分
析
を
す

す
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
旧
型
心
坑
夫
層
の
分
解
と
新
型
の
坑
夫
層
の
形
成
に
と
も
左
っ
て
進
展
し
た
炭
鉱
労
働
運
動

に
沿
い
て
掲
げ
ら
れ
た
諸
々
心
要
求
項
目
を
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば
、
世
紀
の
交
の
独
上
円
段
階
に
お
い
て
も
た
沿
モ
れ
が
す
ぐ
れ
て
前

期
的
窮
状
と
近
代
的
窮
状
と
の
二
屑
の
窮
状
に
対
す
る
闘
争
で
あ
り
、
そ
う
し
た
労
働
関
係
の
編
成
持
を
日
程
忙
の
せ
て
い
た
と
と
を

明
示
し
て
い

J

る
。
己
う
し
た
炭
鉱
労
働
運
動
白
形
態
を
規
定
す
る
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
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ず
問
題
を
炭
鉱
業
の
生
産
機
構
の
分
析
に
古
で
ほ

P
古
げ
る
必
要
が
あ

E
、
ひ
い
て
は
下
イ
ッ
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
と
の
連
繋
を

も
っ
き
つ
め
て
把
握
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
小
論
に
あ
い
て
乙
の
よ
ろ
た
課
題
学
解
決
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
が
か
り
を
え
て
み

た
い
と
思
う
。
古
し
あ
た
っ
て
、
考
察
の
対
象
を
炭
鉱
労
働
運
動
の
基
軸
告
た
し
た
ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態
む
分
析
に
限
定

し
て
お
こ
う
。

ω
江
口
朴
郎
「
ピ
ス
マ
ル
ク
と
帝
国
土
義

ω」
歴
史
学
研
究
第
一
四
四
号
、
林
健
太
郎
「
ピ
只
マ
ル
ク
の
失
跡
を
め
ぐ
る
荷
問
題
」
史
学
雑
誌
第
六

七
制
第
二
号
参
照
。

ω
戸
、
開
「
口
hw
己
的
n
E円
ω}判
。
凶
同
司
§
E
h
R
E円
切
S
S
2
2
n
v
~
u
S

『

UH--
居
間
町
、
り
日
田
司

ゆ

民

自

同

。
n
y
b
t
出
向
、
官
、
官
官
可
申
書
偽
宮
高
言
回
忌
品
吾
崎
町
宮
、
岡
崎
止
司
N
H
F
L
2

ロ
(
H
h
g「
H
u
s
-
忌

2
u
巴
E
q
p
H
n
r
o一
己
主

同氏君、
F
q
h
a喜一
S
町
内
「
民
若
草

e
S
H
H
u
s
-
H回日間

L
P己
Q
寸

OHHHHnHHpb司
同
見
明
言
、
p
s
m
R
2町、
ab
』
匂
匂

hr
町
、
ヨ
ミ
、
FNミ
s
h
2
E
S語
道
認
可
NF晶
君
主
E

K

山誕百宮市
N
G
G
S
『
1L悶弘
3
n
p
同
括
主
p
h日町立
R
V
3
3
・
『
問
、
町
内
ωqVNn吉
川

ωミ
Z
怠
S
R
Vぬ
L

司、

H
4

一
『

mL】】「官ロ四

HC印
自
国
止
[
戸

ω
こ
の
点
に
お
い
て
、
小
論
は
ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
構
造
的
特
質
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
旧
杭
と
関
連
す
る
。
大
野
英
二
『
ド
イ
ツ
金
融
資
本
成
す

史
論
』
序
言
頁
二
参
照

Q

y
l
y
炭
鉱
業
の
発
展
段
階
と
生
産
機
構

ド
イ
ツ
炭
鉱
業
の
生
段
高
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
は
ほ
ぼ
イ
ギ
リ
ス
炭
鉱
業
白
そ
れ
と
比
肩
し
う
る
水
準
に
到
達
し
た
が

表
参
照
て
モ
の
発
肢
の
基
軸
を
↓
な
し
た
ル
ー
ル
炭
鉱
業
も
(
第
2
表
参
同
州
)
、

(第
1

一
八
四

0
年
代
に
は
漸
〈
産
業
革
命
白
端
緒
に
つ
い
た
ば

一
八
四
六
年
に
旅
行
記
「
ラ
イ
ン
の
工
業
』
(
宮
白
ロ
ω
門
司
え
号
。
国
】
5
0
)

を
公
刊
し
た
パ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
(
寸
・
円
一

出

E
H
H
O
E
)
は
、
す
で
に
産
業
革
命
を
経
過
し
て
高
度
に
社
会
的
分
業
の
発
達
し
た
イ
ギ
り
月
と
対
比
し
で
特
異
に
映
っ
た
当
時
の
ラ

か
り
で
あ
ヮ
た
。
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日

幻
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1

ド
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回
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j
H

「1
1

1

1

1

1

1

L
司

次

一

則

制

抑

制
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叩
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恥
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一

1

1

1

1

1

1

1

1

一
k
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イ
y
O
状
態
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

熔
鉱
炉
の
農
民
的
所
有
者
は
、
同
時
に
鉱
山
共
有
組
合
の

持
分
主
で
あ
り
、
吉
た
森
林
帥
の
共
有
者
で
あ
っ
て
、
ぞ

の
木
炭
は
鉱
石
の
製
鯨
の
た
め
に
使
用
台
一
れ
る
。
彼
ら
は

そ
の
時
間
と
労
力
を
鉱
山
・
製
錬
所
・
森
林
治
よ
び
耕
地

の
間
陀
配
分
し
て
い
る
た
め
、
間
断
た
く
仕
事
を
し
て
い

る
。
そ
の
さ
加
、
彼

b
は
十
分
敏
密
に
計
算
し
て
い
円
る
の

で
あ
る
が
、
し
か
し
た
が
ら
、
最
も
重
要
な
計
算
、
つ
ま

とり
いど

っの
計よ
算う
主た
し1'IJ
て 益
ν、'!J;
な分
い業
」 に

とめよ。 っ
ノレ て
l 達
ノレ 成
炭さ
鋭よれ
世弓

白る
最か

古
の
地
帯
た
る
ル
ー
ル
流
域
に
沿
い
亡
も
、
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
農
業
と
工
鉱
業
と
は
未
分
離
の
ま

ま
に
結
合
し
、
数
人
乃
至
二

O
人
の
坑
夫
忙
よ
る
露
天
掘
中
横
坑
掘
白
採
炭
が
支
配
的
で
あ
っ

h
o
し
か
し
な
が

b
、
一
八
三

0
年
代

サ
グ

末
業
以
降
、
石
炭
を
覆
う
泥
灰
岩
層
を
竪
坑
に
上
り
地
表
か

b
開
撃
す
る
新
L
U
機
械
技
術
に
成
功
し
て
、
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
グ
か
ら
ド

ル
ト
ム
ソ
ト
に
い
た
る
エ
ム
ジ
ェ
ル
地
帯
の
最
優
良
白
炭
層
の
開
発
が
可
能
と
な
れ
、
ル
ー
ル
炭
鉱
業
は
新
し
い
発
展
段
階
に
入
っ
た
。

一
八
四
一
年
に
ポ
フ

I
ム
の
炭
鉱
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
(
町
民
ω
E
3
3に
実
現
さ
れ
て
以
和
、
新
し
く
登
場
し
て
き
た
揚
水
竪
坑
(
寸

H
O
P
E
)

は
、
ル
ー
ル
炭
鉱
業
の
産
業
革
命
の
起
点
を
た
し
た
の
で
あ
か
o

こ
う
し
た
深
部
炭
層
を
開
発
す
る
揚
水
竪
坑
へ
の
移
行
は
、
も
と
よ

り
蒸
気
力
を
援
用
す
る
機
械
排
水
を
ま
っ
て
始
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
面
で
は
、
竪
坑
建
設
資
材
等
を
供
給
す
る
鉄
工
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誌
や
路
上
紋
・
制
市
午
ム
日
・
換
気
装
置
等
を
供
給
す
る
機
械
工
業
臼
一
応
の
発
燥
を
前
提
と
し
て
お
り
、
同
時
に
他
而
で
は
、
鉄
道
網
の

述
設
や
蒸
気
機
関
の
普
及
に
と
も
む
い
石
川
駅
に
対
す
る
園
内
市
場
が
拡
大
さ
れ
た
己
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

一
八
五

C
年
代
な
ら
び
に
六

0
年
代
は
、
ル
ー
ル
炭
鉱
業
の
こ
う
し
た
移
行
の
さ
な
か
に
あ
た
り
、
エ
ム
シ
ェ
ル
地
帯
に
お
け
る
深

部
炭
同
肝
心
大
規
模
開
発
の
進
展
に
と
も
な
い
、
鉱
山
業
に
対
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
官
僚
H
絶
対
主
義
的
規
制
は
歴
惜
と
な
っ
た
。
ま
ず
、

一
八
五
一
年
五
月
二
一
日
の
法
律
(
ロ
自
由
自
E
N
S
P
H
N
Z
E
H
∞
巴
戸
『
司
任
。
〈
司
}
阿
倍
S
H目
。
己
司
宮
日
世
間
E

E
白
日
白
日
ω

回
日
間
若
島

ω
5耳
)
に
よ
り
肢
菅
原
則
は
大
闘
に
解
除
さ
れ
た
υ

従
来
、
鉱
山
監
督
局
は
、
経
常
の
指
導
・
会
計
の
検
査
・
収
益
の
分

配
・
出
資
金
の
払
込
・
価
絡
の
決
定
・
坑
夫
の
一
腕
傭
干
解
雇
・
標
準
賃
銀
や
労
働
時
間
の
規
制
に
い
た
る
ま
で
、
監
菅
原
則
に
よ
り
鉱

山
共
有
組
合
に
対
し
て
た
ち
い
っ
た
干
渉
を
加
え

τ
い
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
共
有
者
法
に
工
り
経
営
者
に
広
汎
な
自
主
性
が
容
認
さ

れ
る
に
い
た
つ
に
。

そ
の
さ
い
、

徐
々

r形
成
さ
れ
て
い
た
炭
鉱
労
働
力
の
二
つ
の
範
時
の
存
在
が
法
的
に
確
認
さ
れ
た
。

つ
ま
り

『
束
縛
さ
れ
た
』
労
働
者
と
『
自
由
な
』
労
働
者
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
坑
夫
共
済
組
合
員
で
あ
っ
て
、
鉱
山
監
替
局
に
よ
り
雇

傭
・
解
雇
や
標
準
賃
銀
等
の
規
制
を
う
け
る
特
権
的
な
旧
型
の
坑
夫
層
で
あ
っ
た
。
後
者
は
非
組
令
員
で
あ
っ

τ、
鉱
山
経
営
者
と
自

由
な
契
約
閃
係
に
た
ち
、

そ
の
数
は
究

0
年
代
に
急
速
に
増
加
し
た
。

つ
い
で
、

一
八
六

O
年
五
月
一
一
一
目
白
法
律
(
ロ
自
日
2
2
N

A
旬
。
口
出
]
{

Z
E
H由
g
u
ι
H
O
K戸口町
ωHnF門
《
同
日
目
白
回
目
uoFOH1《HO
記
官
。
吋
《
Hop

目。吋間
}umw戸
H
E
H且
《
H
S
4
2廿
山
口
吉
田
〔
]
耳
目
mw同関川口一昆

出
回
件
。
ロ

R
r
z
q
r
o作
自
問
自
白
)
は
、
標
準
賃
銀
を
除
去
し
、
自
由
な
労
働
契
約
主
導
入
し
て
治
り
、

ζ

れ
は
特
権
的
な
旧
型
の
坑
夫

屑
の
分
解
の
進
展
を
反
映
し
て
い
る
。
さ
い
ご
に
、

一
八
六
五
年
六
月
二
凶
日
の
プ
ロ
イ
ヒ
γ
-
般
鉱
業
法
(
ロ
自
色
]
向
。
自
O
B
O
目。片岡

問。
ω
の片岡町
fH1
品目

]U]3AH
』日出向

}
J
M

。
ロ
印
神
間
以
且
の
回

4
0同
日
λ
F
H
C
同
H
H
m
品
目
)

に
よ
り
、
プ
ロ
イ
セ

Y
官
僚
日
絶
対
主
義
的
規
制
白
総
情
的
廃

棄
が
実
現
し
、
炭
鉱
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
大
企
業
の
発
展
に
対
し
て
自
由
な
道
が
開
れ
た
む
で
あ
る

Q
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話

器

Z

m

ω

Z

Z

E

詰
日
間
百
印
器
初
出
月
四
一

J

一
山
一
げ
日

H
H
U
M
M
M
U
引
は

W
M
M
U
円
M
U
U
H
U
日
引
け
日
日
日
日
日
日
円
一
U
M
U
M
日
目
日
日
一

い一一

c
一

1
2
5
8
U
9
9
m
n
u
n
-比
日
比
日
日
目
げ

M
m
辺
川
品
川
品
目
釘
初
計
白
川
品
川
品
加
出
勾
ぬ
一

h
u
一
一
一
訂
回
目
必
幻
飢

u
u
m
u
凶
門
同
日
出
目
泊
目
凹
白
河
m
m品
目
白
叫

ω
品
臼
田
内
初
回
国
内
臼
節
目
必
一

ー，、一

B
一A
一
1
4
C
6
3
4
4
5
6
3
1
8
3
1
7
3
7
3
6
2
7
1
2
0
1
4
9
7
8
0
0
9
0
6
7
4
8
0
5
一

刻

一

-

一

1
1
2
2
3
4
8
四
日
山
旧
日

m
m
m制
抑
制

m
m
m
m制
抑
制
制

M
m
m叩
抑
制
拙
日
間
町
田
剛
一
則
一

恥

γ上
川
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

I

l

l

i

-

-

i

1

1

1

1

1

一

鉱

一

同

一

6
8
9
創
4
2
2
u
n
削
幻
汀
沼

4
0
0
4
2
6
3
H
M
肝
此
初
回
日
制

4
1
1
4
7
7
6
4
却
初
卯
一

炭

一

庄

一

6
5
6
3
4
3
6
8
5
2
3
3
2
6
1
2
州四日

U
H
U
7
3
9
b
1
9
6
5
5
6
5
0
6
6
6
5
1
B
5
一

一
生
一
向
初

8
5
1
0
5
5
2
5
0
肝
0
3
5
9
2
日
3
3
5
3
3
1
1
8
7
8
9
3
3
1
2
4
3
4
m
4
1
一

一

一

1
2
3
4
5
9
6
3
8
4
9
4
u
n
出
品
叫

B
白
日
比
剖
必
山
白
日
仕
出
何
回
幻
自
国
師
創
的

3
お
む
一

一

B

一

i

l

i

l

i

l

i

-

-

-

一

λ

一

一

1
4
日
n
m品
川
品
叩
羽
目
白
釘
部
四
叫

4
叫
岨
日
目
四
日
印
刷
出
問
即
日
間
的

mMMM
回
目
∞

ω
一

表

一

数

一
I
l
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
1
l
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1

3
一
比
一
日
日
円
日

η
沼
田
出
羽
田
川
出
創
刊

η
町
村
川
町
内
回
日
目
白
臼
刈
郎
官
同
町
田
印

η
月
則
前
田
町
臼
同
町
一

第

炭

一

1
1
1
1
1
2
1
2
2
ε
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

A
 

一

2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
6
7
8
9
0
l
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

内
回

m
m
m
剖
釘
田
町
師
同
槌
回
邸
曲
目
的
曲
目
的
則
的
削
目
的
同
帥
帥
帥
拍
叩
叩
叩
叩
叩
但
引
飢
汎

『年沙く

ル
ー
ル
民
鉱
労
働
力
り
存
在
形
態

第
八
十
二
巻

五
九

〉

第
3
表
の
示
す
よ
う
向
、

炭
坑
数
は
一
八
六

O
年
に

頂
点
に
達
し
そ
れ
以
後
漸

減
傾
向
を
一
日
す
の
に
対
比

し
て
、
炭
坑
当
り
生
産
高

(
E一
A
)
な
ら
び
に
坑
夫

数

(
C一一A
)
は
漸
増
傾
向

を
一
出
し

τ沿
わ
ノ
、
生
産
白

集
積
の
躍
進
を
物
語
っ
て

い
る
。

労

働

生

産

性

(
B
C
)
に
つ
い
て
は
、

一
八
八
八
年
に
頂
点
に
浮

し
そ
れ
以
後
停
滞
傾
向
を

一
万
す
か
に
み
え
る
が
、

w
f

れ
は
宋
熟
練
労
働
白
充
則

の
増
大
平
採
炭
の
自
然
的

条
件
の
悪
他
に
も
と
ず
く

第

号

五



ル
ー
ル
民
鉱
労
働
力
の
有
在
形
態

明
八
十
二
巻

。
第
三
号

プ守

よ
り
も
、
む
し
ろ
坑
夫
数
の
う
ち
で
坑
内
天
が
漸
減
し
(
一
八
八
八
八
九
年
の
六
一

i
六
四
五
%
か
ら
一
九
心
一
二
l
O四
年
の
凹
九

t
五
O

%
へ
誠
少
)
、
コ
ー
ク
ス
製
造
等
に
従
事
す
る
坑
外
夫
が
漸
増
し
た
た
め
で
あ
る
。
き
て
、
一
面
で
は
、
こ
う
し
た
生
産
の
集
積
を
基
侭

の

一
八
七
一
一
一
年
の
恐
慌
を
起
点
と
す
る
「
大
不
況
』
の
さ
冷
か
に
進
展
し
た
間
内
市
場
の
再
編
成
と
あ
い
ま
っ
て
、

と
し
て
、
他
耐
で
は
、

ル
ー
ル
炭
鉱
業
は
資
木
集
積
・
集
中
か

b
独
占
形
成
へ
の
段
階
に
移
行
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
民
鉱
業
白
資
木
集
巾
過
程
と
鉄
鋼
業

の
資
本
集
中
過
程
と
の
交
錯
か
ら
、
炭
坑
が
製
鉄
所
を
但
掻
す
る
炭
坑
製
鉄
所
内
T

、
製
鉄
所
が
炭
坑
を
把
握
す
る
製
鉄
所
炭
坑
が
形
成

さ
れ
、
そ
う
し
た
大
混
合
企
業
を
基
判
と
す
る
石
炭

u
鉄
鋼
業
日
独
占
的
支
配
体
系
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
こ

う
し
た
生
席
の
集
積
と
独
占
形
成
の
過
程
に
お
い
て
、
片

l
ル
炭
鉱
業
の
生
産
機
構
日
技
術
体
系
に
は
ど
う
し
た
推
転
が
見
出
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

ω
し
『
民
間
何
回
同
区
内

4
5
r
r
p、
お
お
匂
吾
五
号
号
、

hb同
町
民
崎
、
』
る
晃
司
吉
国
S
E
n
p
N
S
F
回血

H・
H
寸
品
目
寸
町
田
宮
ω
尽
き
・

5
E・印

Hoau

目白・

H・
M・寸
E
H
H∞寸一目立
ω]{
由
MNWHU日仏祖師・

NNr

倒
同
戸
H丹口
E
0・
P
内
早
邑
忌
苦
言
慰
安
唱
室
内
喜
弘
昌
弘

s
t忌
望
書
弘
吉
区
制
胃
F
2
h
N
S
E
5
3
E
4
m
E
S
H
U
2・
m

b

川

W

Q
吉
田
戸
p
b
S
国
有
同
号
室
町
主
回
且

H
F

・
5
戸
伊
ロ
同

ω
耳
目
五
日
出
日
官
『
r
E吾
弘
3
2。
起
き
有
望
色
町
目

2
3
骨
、
。
旬
、
ぬ
司
、
皇
宮
、
富
昔
号
、
お
白
雪
国
ぬ
怠
喜
久
司
き
号
3吋一
E
呈
R
Q
吉
国
忌
品
早
N
B

目
白
日
寸
・
臼
∞

川

W
4
4
m
5
2
ロ
笹
口
F
ロ
込
之
言
h
E
R
N
旨
豆
諸
崎
町
骨
、
思
S
S
E
-
P邑
NREL3
同耳目
w
p
H
o
s・
印
・
白

川
明

0
・出口
o
w
n
-
9
9
E
・
由
民
・

伺
炭
鉱
機
械
化
な
ら
び
に
炭
鉱
業
。
産
業
革
命
に
つ
い
て
心
分
析
視
角
を
一
市
す
も
の
と
し
て
、
抑
瀬
柑
也
「
我
国
中
小
炭
鉱
業
の
従
属
形
態
」
頁
一
一
一

。
、
正
田
誠
一
「
筑
見
炭
鉱
業
に
お
け
る
昨
業
資
本
の
形
成
」
(
『
九
州
経
済
調
査
協
全
研
究
報
告
L

一
λ
号
)
頁
五
l
六
、
木
下
悦
二
「
日
本
の
石

炭
鉱
業
』
頁
回
参
照
。



仙川

O
島
司
自
己
M
O
F
F
K戸
時
岳
日
ロ
門
宮
司
同
S
N
S昔
、
古
語
、
F
5
0
F
回
目

川
明
大
野
1
4

〈
一
一
、
前
糾
虫
問
、
頁
一
三
以
下
審
問
。

制
問
。
山
口
H
M
n
F
H自
宮
ω
の
戸
』
司
『
日
r
E
L
山目白書
ω
喜
弘
』
L
S章
、
。
品
量
呂
丘
町
。
S
O
S
N吉
弘
喜
吉
野
富
田
町
、
h
吉
MK・-曲。↑
F
印
印
回
目
i
M
H
・

仰
い
す
}
戸
田

4
呂
E
H
回
目
白
f

U弘
、
勺
三
喜
子
RNhmNS
同
え
q
r
E
E
h与一
N
F
H
c
c
u・
凹
白
血
・
は
一
八
六

C
年
ま
で
を
封
鎖
的
特
栴
的
坑
夫
屑
の
時
代
と
凱

定
し
て
い
る
。

聞
い
「
〈
国
百
且
「

b

R

0

・
印
由

F
Z
問。
n

y

b

a

o

・印

H
S
か
ら
構
成
。

的

。

盟

M
E
o
F
F
P
R
耳目
F
R
M
ぬ

D
J
印印

q
t
M
∞・

側
大
野
英
一
一
、
前
掲
書
、
頁
一
一
ニ
五
以
下
参
照
。

同
前
掲
苫
、
頁
六
円
!
七
五
参
照
。
刷
大
炭
鉱
全
祉
の
規
模
を
一
川
す
指
棋
を
掲
け
る
な
ら
ば
、
最
大
の
ゲ
ル
ゼ

γ
キ
ル
へ

γ
鉱
業
九
五
社
ハ
自
己
自
己
内
l

自
皆
目
耳
目
立
R
4
4
R官

kr
白
)
は
一
九

0
0年
に
世
此
数
一
て
拡
大
数
一
九
、
五
一
=
一
人
、
ハ
ル
ベ
ン
鉱
業
会
社
(
回
目
町
内
日
同
国
司
事
E
H

』・

2
口
炭
坑
数
一
凹
、
坑
夫
数
ニ
O
、
二
八
八
人
、
ヒ

a

ヘ
ル
ニ
ア
鉱
業
会
朴
(
一
回
買
宮
R
官
ー
口
田
舎
の
宮
芦
田
耳
目
ろ
は
炭
坑
数
四
、
坑
夫

数
一
二
、
八
止
九
人
を
擁
し
て
い
た
や
。
耳
目
出
品

R
bぽ
h
Q
hぬ
吾
、
固
有
官
、
富
山
除
雪
吉
岡

S
3
2芯
コ
出
向
苦
与
吉
ミ
ヨ
N
E
吉
正
u
n
p
b
L
3
1

』

R
E
h
E忌
書
留
叩

s
o
u
-
m
H
3
0
川
仰
な
お
、
ル
ー
ル
炭
鉱
業
の
国
内
市
場
。
構
造
を
分
析
す
れ
ば
、
式
混
合
企
業
の
白
己
消
品
質
を
除
外
し
て
、

ラ
イ
ン
グ
ヱ
ス

1
フ
ァ

l
v
γ

石
炭
シ
Y

ジ
ケ

1
ト
に
よ
り
販
売
さ
れ
匂
石
炭
白
用
途
別
割
合
は
一
九
O
三
年
に
、
鉄
道
一
一
の
九
弘
、
汽
船

航
行
Z
R

・
0
也
%
、
工
場
二
三
・

C
一
併
、
鉱
山
六
・
入
。
伯
、
鉄
鋼
業
三
五
一
九
%
、
そ
の
他
の
企
属
工
業
一
五
三
%
、
ガ
ス
工
場
三
・
ハ

五
%
、
家
畦
需
要
二
二
六
五
%
で
あ
り
、
石
炭
生
産
高
の
九
O
%
以
上
を
占
め
る
国
内
市
場
に
お
い
て
、
鉄
鋼
業
が
故
大
白
市
場
を
な
し
て
い
る

骨
内
己
『
出
0

・Q
Q
D
-
u

印・
H
N〉

Q

炭
鉱
機
械
化
白
第
一
段
階
位
指
標
を
炭
鉱
業

ω固
定
資
本
の
最
大
部
分
が
投
下
さ
れ
℃
円
る
運
搬
白
機
械
化

κ、
そ
の
第
二
段
階
白

〕

指
標
を
基
本
的
作
業

L
程
た
る
採
炭
の
機
械
化
に
求
め
て
考
察
し
よ
う
。

A
運
搬
竪
坑
白
川
開
度
は
ヒ
ベ
ル
ニ
プ
鉱
業
会
社
白
ば
あ
い
、

(
 

モ
の
創
立
当
初
の
一
一
八
五

0
年
代
米
共
で
は
二
百
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
っ
た
が
、
一
九

O
四
年
に
は
、
傘
下
一
一
一
炭
坑
の
モ
れ
は
最
浅

の
二
六
五
・
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
最
深
の
八
一
五
・
六
メ
ー
ト
ル
の
問
に
分
布
し
て
い
か
。
数
百
メ
ー
ト
ル
白
竪
坑
の
深
度
は
一
般
的
で

ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態

第
八
十
二
巻

プミ

第
三
号

七



ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態

第
八
十
三
巻

ー』/、

第
三
号

ノ1

あ
っ
て
、
千
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
、
限
度
が
問
題
と
ぎ
れ
る
段
階
と
た
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
竪
坑
の
深
度
の
増
大
に
と
も
な
い
、
格
上

機
・
索
道
・
換
気
装
置
・
排
水
機
等
の
強
化
が
進
展
し
て
固
定
資
本
は
著
し
く
増
大
し
て
い

b
o
次
に
坑
道
運
搬
を
検
討
す
れ
ば
、

そ
れ
は
=
一
ヲ
の
発
展
段
階
、
運
撤
夫
に
よ
る
人
力
運
搬
の
段
階
、
馬
匹
運
搬
の
段
階
沿
よ
び
機
械
運
搬
の
段
階
を
示
す
。
世
紀
の
交
で

は
、
坑
道
が
格
別
に
狭
院
で
曲
折
し
て
い
な
い
限
り
、
人
力
運
搬
は
切
羽
に
の
み
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
て
運
搬
夫
は
排
除
さ
れ
て

お
り
、
馬
匹
津
搬
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

一
九

O
四
年
七
月
に
、
ゲ
ル
ゼ
ン
キ
ル
へ

γ
鉱
業
会
社
の
炭
坑
ラ
イ
ン
リ
エ
ル
ベ

九
回
}
呂
田
』

同
5
0
)

の
採
山
氏
十
一
向
八
万
ト
ン
の
う
ち
、
ム
ハ
・
六
万
ト
ン
は
馬
匹
に
よ
り
、
残
余
白
一
・
四
万
ト
リ
J

が
機
械
に
よ
り
〆
運
搬
さ
れ
て
い
た
。

機
械
運
搬
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
一
八
四

0
年
代
に
綱
索
運
搬
が
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
ル
ー
ル
に
お
い
て
は
、
運
搬
夫
や
馬
方

と
し
て
使
用
さ
れ
て
H
た
見
習
坑
夫
を
原
動
力
と
す
る
一
八
八
九
年
の
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
の
衝
撃
を
契
機
と
し
て
、

広
汎
に
導
入
さ
れ
始
め
た
の
で
あ

h
、
馬
匹
運
搬
は
綱
索
運
搬
に
よ
り
徐
々
に
代
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
代
置
の
必
然
性
は
、
ベ

一
八
九

0
年
代
に

ソ
ジ

Y
機
関
車
は
当
時
、

馬
二

O
頭
白
来
引
力
(
馬
一
政
は
炭
車
二
一
鞠
以
上
牽
引
)

に
相
当
し
亡
い
亡
、

述
搬
経
費
は
ト

γ
・
キ
ロ
当

p
七

1
一
O
。
フ
フ
ェ
ニ
ッ
ヒ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
馬
匹
運
搬
は
二

O
、
人
刀
運
搬
は
五

O
プ
フ
ェ
ニ
ッ
ヒ
で
あ
っ
た
こ
と
の
う
ち

ぬ

り

、

?
J

に
一
市
さ
れ
る
。

B
採
炭
圧
搾
空
気
を
動
刀
と
す
る
コ
ー
ル
・
カ
ッ
タ
ー
に
よ
る
採
炭
機
械
化
は
一
八
六

0
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
が
先
鞭

〔

を
つ
け
た
に
も
拘
b
ず
、
モ
の
後
の
普
及
は
停
滞
し
て
、
機
械
採
炭
の
割
合
は
採
炭
両
の
う
ち
一
九

O
O年
比
一
・
五
%
、

年
に
八
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

九

一
八
八

0
年
代
に
コ
ー
ル
・
カ
ッ
タ
ー
を
導
入
し
た
ア
メ
ワ
カ
の
機
械
採

炭
は
急
速
に
進
脱
し
て
、
そ
D
割
合
は
採
民
高
心
う
ち
一
九

O
O年
に
二
一
一
%
、

一
九
一
三
年
に
五
一
%
主
卜
口
め
る
に
い
た
っ
た
。
ル

ー
ん
に
ゐ
い
て
も
一
八
七

0
年
代
に
採
炭
機
械
化
の
企
図
が
認
め
ら
れ
た
が
特
易
に
実
現
を
み
る
に
い
た

b
な
か
っ
た
。
最
初
は
イ
ギ

り
ス
ザ
ア
メ
リ
カ
の
炭
鉱
業
に
使
用
さ
れ
て
い
た
コ
ー
ル
・
カ
ッ
タ
ー
の
導
入
が
企
図
さ
れ
た
が
、
片
l
片
山
民
層
の
自
然
的
条
件
に
適



合
し
な
か
っ
た
た
め
、
コ
ー
ル
・
カ
ッ
タ
ー
の
国
内
試
作
が
進
行
し
、
漸
く
一
九
世
紀
末
葉
に
い
た
っ
て
採
炭
機
械
化
が
結
実
し
始
め

た
。
-
八
九
八
今
に
炭
坑
ド
ル
ス
ト
フ
ヱ
ル
ト
(
ロ
。
自
民
内
法
)
に
輪
転
コ
ー
ル
・
カ
y

タ
ー
が
潜
入
さ
れ
、
手
労
働
の
ば
あ
い
一
交
代
・

坑
夫
当
り
一
・
五

O
t
一
・
七
五
ト
ン
の
採
炭
に
対
し
て
、
二
J
二
・
五
1
γ

乃
至
三
l
y
の
採
川
氏
と
い
う
成
功
を
収
め
た
が
、
在
お

一
般
的
な
普
及
を
み
な
か
っ
た
。
ヒ
ベ
ル
ニ
ア
鉱
業
会
社
傘
下
白
炭
坑
の
う
ち
コ
ー
ル
・
カ
ヅ
タ

I
D
最
も
普
及
し
て
い
る
炭
坑

γ
ャ

ム
ロ
ァ
ク
(
臼

Z
日
目
。
肘
)
の
ば
あ
い
、
機
械
採
灰
白
割
合
は
採
炭
高
の
う
ち
一
九

O
二
年
に
四
・
七
%
、

占
め
る
に

w
た
っ
た
仏
、
ル
ー
ル
炭
鉱
業
主
総
体
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
一
九

O
包
年
に
ゐ
い
て
も
採
炭
高
の
一
%
未
満
が
機
械
採
炭

に
よ
る
に
す
ぎ
れ
、
盤
と
柏
田
明
を
使
用
す
る
手
労
働
の
採
泌
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
ル
つ
に
ル
ー
ル
に
お
い

τ機
械
採
炭
~
の
移

一
九

O
三
年
に
一
四
%
主

行
を
阻
害
し
た
要
闘
は
、
ル
ー
ル
炭
層
の
自
然
的
条
件
よ
り
も
む
し
ろ
、

に
よ
P
採
炭

L

目
白
増
大
と
仙
椅
下
落
を
招
来
す
る
こ
と
を
怖
れ
、
低
賃
銀
労
働
を
利
用
し
う
る
手
労
働
の
採
炭
を
固
執
し
た
点
に
求
め

ら
れ
る
“
へ
き
で
あ
ろ
う
。
「
大
不
況
じ
か

b
脱
却
し
た
の
ち
徐
々
に
機
械
採
炭
の
実
現
を
争
る
に
い
た
っ
ヒ
が
、
低
賃
銀
、
労
働
の
支
配

凶

「

J

的
存
在
が
そ
う
し
た
技
術
的
進
歩
の
陣
守
物
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

C
掘
進
掘
進
労
働
に
沿
い
て
は
一
八
六

0
年
代
以
後
に
予

c
 

動
撃
岩
機
が
一
般
的
に
常
及
し
て
い
た
と
し
て
も
、
己
れ
は
何
b
掘
道
機
械
化
生
意
味
し
た
か
フ
た
。
一
八
八

0
年
代
に
い
た
り
、
圧

搾
空
気
ま
た
は
電
気
主
動
力
と
す
る
動
力
畿
内
有
機
が
登
場
し
、
さ
し
あ
た
フ

τは
高
価
で
あ
っ
た
た
め
急
速
た
常
及
を
み
な
か
コ
た
が
、

叶
大
一
平
況
」
の
圧
迫
の
も
と
で
、
炭
鉱
経
営
者
が
機
械
採
炭

世
紀
の
交
に
は
す
べ
て
の
炭
坑
が
動
力
盤
岩
機
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
掘
進
機
械
化
と
並
行
し
て
発
破
技
術
も
改
良
さ
れ
、
ま

M

1

J

 

ず
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
が
、
つ
一
い
で
〆
イ
ナ
マ
イ
ト
が
利
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

D
坑
外
ま
ず
選
鉱
に
つ
H
て
み
れ
ば
、
一
八
七

〆
t
I
K

0
年
代
ま
で
は
石
炭
は
峨
出
さ
れ
た
ま
ま
り
状
態
で
坑
外
に
堆
積
さ
れ

τ
い
た
が
、
製
鉄
所
が
灰
分
の
少
い
コ

I
ク
λ

を
四
五
求
し
た
た

め
、
ま
た
石
炭
を
炭
質
等
級
別
に
選
別
し
た
方
が
価
指
政
策
上
有
利
で
あ
づ
た
た
め
、
機
械
運
転
に
よ
る
選
鉱
お
よ
び
洗
拡
が
実
施
さ

ル
ー
ル
炭
鉱
分
働
力
の
存
在
形
態

第
八
十
二
巻

フミ〈

第

号

九



ル
I

仁
川
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態

第
八
十
二
巻

/、
四

第

l苦

。

れ
る
に
い
た
っ
た
。
次
に
、
コ
ー
ク
ス
製
造
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
は
、
涯

青
炭
の
み
使
用
さ
れ
る
た
め
、
コ
ー
ク
ス
製
造
炉
の
設
備
は
採
掘
さ
れ
る
炭
層
白
深
度

な
ら
び
に
品
質
と
関
連
し
て
い
た
。
ル
ー
ル
白
コ
ー
ク
ス
生
皮
高
は
一
八
五

O
年
の
七

方
ト

γ
か
ら
一
八
八

O
年
の
二
二
八
万
ト

γ
、

躍
的
に
増
大
し
て
い
る
。

一
九

O
O年
の
九
六
四
万
ト

γ
〈
と
飛

右
の
分
析
に
よ
り
、
ル
ー
ル
炭
鉱
業
は
世
紀
の
交
に
炭
鉱
機
械
化
む
第
一
段
階
か
ら

第
二
段
階
へ
の
移
行
過
程
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
た
。
さ
い
ご
氏
、
炭
鉱
機

械
化
臼
進
展
を
支
配
的
右
動
方
で
あ
っ
た
蒸
気
機
関
の
数
お
よ
び
馬
力
数
に
よ
っ
て
総

柄
拘
に
表
出
す
れ
ば
第
4
表
白
よ
う
に
な
る
。

ω
o
m昨
日
自
己
目
F
匂
な
さ
君
主
主
苫
吾
段
、
N
F
H
u
g
-
m
-
M
寸・

ω
醇
一
比
り
深
度
の
増
大
に
し
乙
も
な
い
温
度
部
上
男
し
て
坑
夫
の
労
働
条
件
を
志
化
さ
せ
た
。

飢
下
温
度
は
旅
度
」
一

C
O
メ
l

l
ル
で
摂
氏
一
五
度
、
以
下
二
八
メ
ー
ト
ル
毎
に
一
度
上
回
到

し
、
四
0
0
メ
ー
ト
ル
で
二
一
度
、
六
ワ
ロ
メ
i
↑
ル
C
二
九
度
、
八

0
0
メ
ー
ト
ル
で
一
二
六
度
と
な
る
(
〈
E

F
・
E
昌
司

9
R
M
・
-
・
凹
・
巴
同
)
。

川

W

0
・四回
E
o
Y
P
R
O
-旭町山印

M
M
l
u
u・

ω
S
R
M
M山
】
∞
。
-
的
判

M・
4
・百円。
ι
F
Q
G
C
-
u
m・
ロ
c
・

制

0
・
2
E
n
y
p
ぬ
0
・

z

p

m

円
四
4
F
R
a
p
的
回
目
。

川
明
リ
リ

1

『
人
瓶
L

乙
機
械
の
歴
史
』
小
林
枇
出
伊
牒
新
一
訳
、
頁
一
凶
五
。

仙
何
回
d
E
E
O
F胃
目
E

F
回
目
。
同
雪
量
N
S
F
5
h
芸
品
忌
昌
吉
し
司
ミ
N
b
q
P
R
S
h
S
詑
国
主
吋
雪
国
民
言
語
富
田
島
、
宮
玄
呂
Fm忌
F
E
H
P
的
問
寸
-

制
。
印
巳
ロ
吾
-
Q
i
Q
D
・

∞

コ

同

開

・

0
ヴ

OBn-EHF
向
ぬ

0
・

印

山

田

間

同

〈

回

目

白

F
Q
ぬ
巴
福
田
印

H
N
h
lロ印

ω

。
・
回
目
H
n
y
h
M
-
Q
O
G
印田∞・

ω

H

吋
出
2
9・
R

内

NIC--
目的

H
S
I
H
R・
同
〈
四
「

0
・
日
目
胃
y
p
a
-
-占
的
印

h
l
p



立母

F
H
V
5
]
U
O
H叶
U
R
N
-
R
0

・
∞
・
一
5

仰)

開。一
σ。吋
m
o
F戸
H
M

吋古
R
N
-
Q
G
-
印

M

己・

y
l
y
炭
鉱
労
働
カ
の
構
成
と
東
エ

Y
4

ル
ー
ル
炭
鉱
業
は
南
部
D
L
H
i
ル
流
域
地
帯
か
ら
エ
ム

V

ェ
ル
地
帯
へ
、
さ
ら
に
ず
ェ
ス
ト
H

V

Y

ク
リ
ソ
グ
ハ
ウ
ゼ
ソ
地
帯
へ
と

北
部
に
向
っ
て
発
展
し
、
坑
夫
数
は
第
3
表
の
一
市
す
よ
う
に
一
九
世
紀
中
葉
以
降
急
速
に
増
大
し
た
。
こ
の
発
展
に
と
も
な
い
、
炭
鉱

労
働
力
は
、
ル
ー
ル
流
域
地
帯
や
エ
ム
シ
ェ
ル
地
帯
の
地
一
万
農
村
か
ら
の
供
給
で
は
不
足
し
、
周
辺
農
村
と
り
わ
け
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

1

レ
y
か
ら
、
き
b
に
ヘ
ッ
ヒ
ン
や
オ
ラ

γ
。
タ
か
ら
も
供
給
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
炭
鉱
労
働
カ
へ
転
化
し
た
も
の
は
農
村

手
工
業
者
・
ケ
ッ
タ

1
・
ホ
イ
エ
ル
り
ン
ク
・
タ
ー
ザ
レ

1
ナ

I
・
農
家
次
三
男
等
で
あ
っ
て
、
当
時
の
炭
鉱
労
働
力
の
支
配
的
友
存

在
形
態
は
、
炭
鉱
労
働
と
並
行
し
て
、
家
族
成
員
と
と
も
に
叶
コ
ッ
テ

γ
』
(
問
。
t
g
)
つ
古
り
通
常
一
一
期
日
牝
午
干
小
家
畜
を
有
す
る

-一
j
t
五
ア
ー
ル
の
零
細
農
業
を
経
営
し
て
、
野
菜
・
有
類
・
ミ
ル
ク
寺
を
自
給
し
友
が

b
、
モ
う
し
た
土
地
付
家
屋
在
所
有
す
る
形
態

で
あ
ヲ
ね
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
旧
型
の
坑
犬
層
の
坑
夫
総
数
に
占
め
る
割
合
は
、
一
八
七
一
一
一
年
に
二
六
%
へ
、
一
八
九
三
年

に
は
一

0
・
二
四
%
へ
減
少
し
て
い

h
o
こ
の
よ
う
な
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態
の
描
転
を
も
た
ら
し
た
第
一
白
要
因
は
、

一
八
五

O

年
代
に
A

下
町
埠
に
進
展
し
た
特
権
的
た
旧
型
の
坑
犬
層
の
分
解
、

『
束
縛
さ
れ
た
」
労
働
者
に
対
す
る
『
自
由
主
』
労
働
者
白
増
大
に
あ

り
、
己
の
過
程
は
旧
型
の
坑
夫
層
を
た
が
〈
滞
留
さ
せ
て
い
た
南
部
か

b
北
部
へ
の
ル
ー
ル
炭
鉱
業
む
基
軸
の
移
動
と
あ
い
ま
づ
て
進

民
し
亡
い
た
。
第
二
白
要
囚
は
、

一
八
七

0
年
代
以
後
に
急
激
に
増
加
し
た
東
L

ル
ベ
諸
州
な

b
び
に
外
国
か

b
の
移
動
労
働
力
の
流

入
に
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
の
点
を
た
ち
い
っ
て
考
察
し
て
与
ょ
う
。

東
エ
ル
ベ
諸
州
の
ユ
ソ
カ
l
経
営
の
農
業
労
働
者
の
都
市
平
工
業
地
帯
へ
の
移
住
は
一
八
四

0
年
代
以
降
に
顕
著
と
な
り
、
メ
ク
レ

ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
。
存
在
形
態

第
八
十
二
巻

一
六
五

芸高

号



ルール鉱山労働力の出身地別構成

(1893・12・16現在)

九ストフア レン 1
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働
者

オミ

イ

ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態

第
八
十
二
巻

第
三
号

ノ、
〉¥

第 5表た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

プ
プ
ル
ク
や

ポ
ム
メ
ル
ン

か
ら
束
エ
ル

ベ
全
体
へ
波

及
し
、
と
り

わ
け
一
八
缶

0
年
代
に
い

た
り
農
業
労

働
者
は
大
群

住
討
を
在
し
て

工
業

r向
っ

む
数
は
『
契
約
に
束
縛
さ
れ
た
』
労
働
者
(
イ
ン
ス
ト
ロ
イ
テ
・
ぞ
ノ
ン
デ
)
の
数
を
著
し
く
凌
駕
し
、
吉
た
ア

の

イ
γ
リ
I
ガ
1
の
数
は
ホ
イ
ス
ヲ

l
の
数
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
ゐ
担
、
と
う
し
た
ア
イ
ン
リ
I
ガ
ー
や
ホ
イ
ス
ラ

l
白
み
で
な
く
、

ゲ
ジ
ン
デ
や
イ
ソ
ス
ト
ロ
イ
テ
も
ま
た
、
移
動
労
動
力
と
し
て
流
出
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
務
勤
労
働
力
の
ル
ー
ル
炭
鉱
地
帯
へ
の
流
入

一フ

l

・
ア
イ
ン
り
l
ガ
l
)

に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば
、

一
六
人
に
す
ぎ
た
か
ヮ
た
が
、 一

八
六
一
年
二
月
二
一
目
白
人
口
調
査
で
は
、
ル
ー
ル
炭
鉱
地
帯
に
治
け
る
東
エ
ル
ベ
出
身
心
坑
夫
数
は
、

一
八
九

O
年
一
一
一
月
一
日
の
人
口
調
査
で
は
ポ

I
ラ
y
ド
需
を
母
国
語
と
す
る
坑
夫
数
は
一
-
也
、
九
一



九
人
に
及
び
、
一
八
九
三
年
二
一
月
一
六
日
の
人
口
調
査
で
は
東
L

ル
ベ
山
身
白
坑
夫
数
は
三
九
、
三
八
八
人
、
そ
の
う
ち
ポ
l
ヲ

γ

ド
語
を
ほ
国
語
と
す
る
坑
夫
数
は
一
七
、
九
一
九
人
と
急
激
に
増
加

し
亡
い
る
。
第
5
表
に
よ
り
、

第 6墨 ルール炭鉱労帥刀左京エノレベ

写[す一一1
272 323 87 967 

己竺 I1 2竺!と一一L一一三竺!と i

34.11 

31.29 

32.30 

33.69 1 

ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
自
存
在
形
態

第 7 崇東エルベ山身坑夫数の出身州別tT~成

年次 Posen I Obers仙孟nl 長二孟n I w叫 reusen，1 

1893 11 9 839 125.0%， 9 453 24.0%1 20ω6 日.0% ー|ー|

1898 18 004同5.6 1 5凹7)0.1 1 20 839 ，41.2 6 642 ，13.10/，' 

1901 1 28 690 135.9 1 6 445 . 8.1 1 33 895 142.5 1 10 791 13.5 1 

1日021: 28 996旧7.3 1 5 741' 7.4 i 35 149 ，45.3 i 7 789 ，1札口 1 

1905 I!お 988! 37.9 1 6 918 7.3 I 41 137 143.4 I 10 830 : 11.4 i 

一
八
九
三
年
に
は
束
エ
作
ベ
出
身
の

坑
夫
が
移
動
労
働
力
白
庄
倒
的
多
数
主
卜
旧
め
、
ゲ
r
A
l
ファ

l

レ

γ
や
ラ
イ

y
心
地
元
坑
夫
に
フ
ぐ
役
割
主
前
ず
る
に

W
た
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
後
、
第
日
表
む
一
示
す
よ
う
に
、
東
エ
ル
ベ

出
身
の
坑
夫
数
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
基
幹

部
分
を
た
す
に
い
た
っ
た
。
第
7
お
は
東
エ
ル
ベ
出
身
坑
夫
数
の
出

身
州
別
構
成
を
一
市
す
も
の
で
あ
る
が
、
束
。
フ
ロ
イ
セ

γ
沿
よ
び
ポ
ー

ゼ

Y
が
技
大
白
割
合
を
占
め
ζ

治
り
、
州
内
に
大
以
鉱
地
帯
を
有
す

る
方
l

ベ
ル
・
ジ
ュ
レ
l
ジ
エ

y
か
ら
も
相
当
数
の
移
動
労
働
力
白

流
入
が
認
め

b
れ
る
こ
と
は
、
ル
ー
ル
炭
鉱
地
帯
と
オ

l
ベ
ル
・
シ

ュレ

l
ジ
L

Y
炭
鉱
地
帯
と
白
労
働
条
件
の
相
遣
を
表
現
す
る
も
白

と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
で
は
、
流
入
し
た
東
エ
ル
ベ
出
身
坑
夫
は

ル
ー
ル
炭
鉱
地
帯
内
部
で
は
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
さ
き
に
指
摘
し
た
上
う
に
ル
ー
ル
炭
鉱
業
は
南
部
か
、
回
北
部

へ
移
動
し
、
北
部
札
構
築
さ
れ
た
資
本
主
義
的
大
企
業
に
治
い
て
急

第
八
十
二
巻

一
ハ
J

第
三
号



ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態

*コユノレ A 山身坑丈の分布

(18Sト 12.31現在〕

」竺吋|型竺lkl 主121| |TEエルぞ|

I Ge倒els田e目r叩 r目cl山t

l民e白ck凶lin昭gh加1国au山se叩n p却口出3 刊D閃 o1 4品8.22

I Herne i! 14 514 i 7 452 I 51.34 
Watte:r.scheid 1: 13ω4 I 5 626 I 42.97 

1 West-Essen 11 16 491 1 0 6151 1 40.51 

Ost.Essen 11 12 598 1 5 408 I 42.93 

Sud.Bochum 11 10 442 1 3 354 I 32.12 

Nord-Bochum 11 11 125 1 3 507: 31.b2 

West.Dortmund 11 14 190 1 4 245 1 29.92 

Ost-Dortmund !I 14 176 1 3 296 1 23.25 

Witten [1， 10制 1 2 182 1 21.05 

Sud-Essen ド 7925 I 1 633 I 20.61 

Oberhausen 1 18 059! 3 780 1 20.93 

Sud悶Dortmund 1: 12 690! 1 859 1 14.65 

Hattingen 1I 9幻1I 1 2日 1 12.87 

Werden 11 2 420! 122 1 ，.04 

第 8表

節
八
十
二
巻

一
六
人

第
二
口
η

四

激
た
労
働
力
吸
引
が
認
め

b
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
筋
8
表

の
一
目
す
よ
う
に
、
北
部
の
バ
ケ
ル
ゼ

y
キ
ル
ヘ

y
・
レ
ヅ
グ
リ

y
グ
ハ
ウ
ゼ

γ
・
へ
ん
ネ
竿
の
管
区
は
東
エ
ル
ペ
出
身
坑
夫

数
の
割
合
が
技
大
で
あ
り
、
南
方
の
管
区
ほ
ど
削
減
し
て
、

最
南
部
の
ず
ェ
L
Y

デ
γ
や
ハ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
Y

の
ん

I
ル
流
域

地
帯
に
あ
い
て
は
最
小
と
友
り
、
己
こ
に
は
専
ら
地
元
坑
夫

に
依
存
す
る
零
細
炭
鉱
経
営
が
存
続
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
束
エ
ル
ベ
諸
州
か

b
の
移
動
労
働
力
は
、
断
村

授
に
周
辺
都
市
や
ザ
ク
セ
プ
を
渡
U
歩
い
土
白
ち
、
知
人
や

縁
故
由
勧
誘
に
よ
り
、
あ
る
い
は
炭
鉱
会
社
か
ら
労
働
力
関

に
上
り
、
ル
ー
ル
炭
鉱
地
帯
へ
流
入
し
た
の
で
あ
る
が
、
移
動
労
働
力
に
は
二
づ
の
類
型
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
類
型
は
出
稼
型
移
動

達
を
請
負
う
仲
介
業
者
や
炭
鉱
会
社
の
募
集
事
務
所
の
媒
介

労
働
刈
で
あ

U
、
こ
れ
は
主
と
し
て
、
三

i
四
毛
ル
ゲ
γ
程
度
の
土
地
付
家
屋
を
所
有
す
る
ホ
イ
ス
ラ
1
あ
る
い
は
ア
イ
ゲ
ン
ケ

l
ト

ナ
ー
が
農
業
経
営
を
家
族
院
委
ね
て
数
カ
月
乃
至
数
作
間
出
稼
し
て
、
賃
銀
節
約
に
よ
り
家
計
補
充
中
農
地
買
足
を
意
凶
す
る
同
帰
的

離
村
の
ば
あ
い
で
あ
る
。
第
二
類
型
は
定
着
型
移
動
労
働
力
で
あ
り
、
ア
イ

γ
り
l
ガ

l
h
T
ゲ
ジ
ン
デ
の
所
有
友
会
C

農
業
労
働
者
が
ル

ー
ル
以
鉱
地
帯
〈
流
入
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
た
え
ず
流
動
し
な
が

b
も
徐
々
に
定
着
し
て
い
く
ぽ
あ
い
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

移
動
労
働
力
の
う
ち
最
大
の
割
合
を
占
め
る
束
.
フ
ロ
イ
セ
ン
に
つ
い
て
み
る
左
ら
ば
、
ユ

Y

カ
l
経
営
白
寸
自
由
な
』
労
働
者
に
年
間



を
通
じ
て
就
業
し
う
る
可
能
性
は
な
く
、
と
り
わ
け
7

ズ
l
v
y
平
リ
タ
ウ
エ
ゾ
に
著
し
い
円
移
勤
労
働
力
白
流
出
が
認
め
ら
れ
た
。
農

業
労
働
者
は
一

O
月
か
ら
五
月
ま
で
の
冬
期
数
カ
月
間
出
稼
し

τ
、
夏
期
労
働
開
始
の
己
ろ
に
帰
郷
す
る
の
が
普
、
通
で
あ
目
、
こ
う
し

た
移
動
労
働
者
は
大
て
い
最
優
良
か
つ
最
屈
強
の
労
働
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
最
大
の
役
割
を
演
じ
た
り
は
ア
イ
ゲ

Y
ケ

l
ト
ナ
I

の

め

で
あ
っ
た
ハ
第
一
類
型
」

0

己
れ
に
対
し

τ、
所
有
泣
き
労
働
者
平
独
身
青
年
は
完
全
に
離
村
す
る
ば
あ
い
が
多
い
、
マ
ズ
1
レ
ン
で
は

の

往
々
に
し
て
ア
イ
ゲ

γ
ケ

i
ト
ナ
ー
が
農
地
を
売
却
し
て
西
部
へ
移
住
す
る
ば
あ
い
も
一
認
め

b
れ
h
(第
二
類
型
)
o

と
こ
ろ
で
、
ル
-

ル
炭
鉱
地
帯
へ
流
入
し
た
移
動
労
働
力
は
、
炭
鉱
地
帯
内
部
で
も
各
炭
坑
の
同
を
移
動
し
て
不
断
の
流
動
白
う
ち
に
あ
っ
た
が
、
と
く

に
注
司
寸

q

へ
き
点
は
、
移
動
労
働
力
む
ル
ー
ル
と
京
エ
ル
ベ
と
の
間
白
流
れ
も
不
断
の
流
動
の
〉
っ
ち
に
あ
っ
て
、
景
気
が
上
昇
す
れ
ば

流
入
し
、
景
気
が
下
降
す
れ
ば
逆
流
し
て
、
東
エ
ル
ベ
は
西
ド
イ
ツ
独
占
資
本
の
産
業
予
備
軍
の
貯
水
池
と
た
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

移
動
労
働
カ
の
大
量
供
給
に
よ
り
、
一
闘
で
は
、
東
エ
ル
ベ
の
農
業
労
働
力
の
不
足
は
鋭
化
し
、
と
り
わ
け
ユ

γ
カ
l
経
営
の
イ

γ
九

1

ロ
イ
テ
キ
デ
プ
タ

γ
ト
の
『
契
約
に
束
縛
吉
れ
た
』
労
働
者
心

V

ャ
ル
ヴ
ェ
ル
カ
ー
の
提
供
は
ま
ず
ま
ず
困
難
と
な
っ
た
が
、
他
面

で
は
、
西
l
イ
ッ
の
賃
銀
水
準
は
圧
下
さ
れ
、
こ
れ
は
資
本
構
成
高
度
化
に
対
す
る
阻
止
要
凶
と
し
て
作
用
し
た
。
ま
さ
し
く
ル
ー
ル

炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態
も
ま
た
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
白
特
質
に
よ
り
規
定
さ
れ

τ
い
た
の
で
あ
る
。

ω

呂
田
問
。
の

Y
Q
ぬ

r
o
a
m
-
H
U
E
ω

。
同
戸
。

L
a
o
-
w
的
印

H
U
ω
1
5品・

ω

可
旦
q
w
o
Eロけ
m
y
U芯

E
Z
V
N
E
ω
吾
、
』
KERFG一瞬、宮内宮し「
F
H由

a・
m
-
E・

ω
ゴ
ル
ッ
『
独
逸
品
業
史
』
山
岡
亮
一
訳
、
耳
四
O
九。

側
同
し

E
4
F
b・ぬ

D
3
印
日
叶
・
間
同
・

4
出
足
門
戸
民
向
。
・
・

F

5
・

川
明
吉
弘
・
沼
田
・

N

H

a

M

仰

F
H
V
H
4
F
Q
-
a
p
N
D・

州

W
H
4
回
目
門
戸

n
Q
Q
ζ
m
m
'
b
1
E‘
冨
・
問
。

n
y
a
b
o
-
-
凹

-HU・

(3) 

居
間
。
。
F
Q
-
b
q
u
印

E
・

制

呂

田

2
F
R
-
b・
o.‘
m
・N
G

同

H
・
4
・
国
号
ハ
H
Y
ぬ・ぬ
-D--m-
主

M
N
l
ル
州
出
鉱
升
働
力
の
存
在
形
態

節
八
十
二
巻

九

筋
三
円
ヴ

五



ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
む
存
在
形
強

第
八
十
二
巻

七
O 

第
三
弓

ノ、

的
京
工
ル
ベ
に
お
巾
る
産
地
購
入
の
機
会
に
つ
い
て
み
れ
ぽ
、
東
プ
ロ
イ
セ

γ
の
ば
あ
い
、
リ
タ
ウ
エ
ン
で
は
農
地
肱
入
の
機
会
は
つ
ね
に
あ
っ
た

目
、
悩
岨
の
険
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
‘
マ
ズ

l

v
ン
で
は
同
慌
に
借
地
の
機
会
は
例
外
的

r
の
み
あ
る
が
、
決
地
鵬
入
の
機
会
は
し
ば
し
ば
あ
っ
亡
、

農
業
労
働
者
に
土
地
獲
得
。
志
向
が
認
め
ら
れ
た
。
ケ
I
ニ
y

ヒ
ス
ベ
ル
ク
で
は
産
地
購
入
の
機
会
は
い
た
る
し
ζ

こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
農
業
労
働
者

に
農
地
問
入
の
志
向
が
な
く
、
ア
イ
ゲ
ン
ク

i
ト
ナ
!
の
現
状
維
持
さ
支
困
難
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
(
宮
山
岡
巧
岳

2
・
U
芯
て
司
注
目
何
言
白
馬

骨
守
恒
吉
皆
尋
問
止
司
輔
さ
。
号
5
R
E
3
b吾
首
E
E
F
印
P

コミ
E

骨
司

3
J
S
2
L号
、
句
。
N
N
t
h
G
S匙
日
F
H由
国
ド
印
印
同
国

ω
t豆
島
)
。
ポ
ラ
ン

ド
人
の
ば
あ
い
、
一
九
O
四
年
の
梓
住
法
。
た
め
り
条
令
に
よ
り
農
地
購
入
の
吋
能
性
が
失
わ
れ
た
た
め
、
ル
ー
ル
炭
広
地
川
川
に
定
着
す
ろ
も
の
が

増
加
し
た
(
〈
包
同
〈
出
H
o
n
-
F
R
N
a
-
-
也
印
印
目
寸
由

tゴ
)
。

ω
日高・

4
4
0
r
o
F
ぬ

9
9・
臼
・
口
町

同
川
芭
一
見

am-=四
二
O
世
紀
初
孤
白
球
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ば
あ
い
、
献
に
西
部
へ
流
出
し
た
移
由
労
働
力
の
う
ち
七
五
%
は
完
全
に
離
村
し
た
と
い

わ
れ
る
。
し
か
も
、
成
長
し
た
子
供
を
も
っ
京
い
朋
強
の
家
扶
や
、
ケ
ワ
ン
デ
あ
る
い
は
シ
ャ
ル
グ
ェ
ル
カ

I

D
枇
割
を
閉
山
す
は
ず
む
未
婚
む
青
少

年
出
女
が
流
出
し
て
、
そ
う
し
た
移
住
の
勇
気
を
欠
い
た
老
年
の
農
業
労
働
者
が
桂
椴
者
も
な
し
に
と
り
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
と
に
、
未
婚

の
古
川
少
年
男
t

耳
は
九
O
%
以
ト
が
完
全
に
隣
村
し
た
(
』
吋
E
H
E
P忠
臣
け
O
F
N
H
N
G
三
三
円
言
、
NREELFRN崎
、
号
、
』

vsh皆
、
宮
司
有
吉
口
紅
暗
号
晶
、
F

E
E
-
出
回
目
己

l
H日)。

同叫

F向・ョ~♂ず
O
M
C
Q
R
N・巴
u

的
同
由
ω・

間

同

4
・
回
目
門
出
・

h
a
D
4
F
A
H寸
・
〉
'
問
。
同
H
H
O
E件。♂

Q
Q・
0
J
印
寸
こ
う
し
た
ル
ー
ル
左
京
エ
ル
ベ
と
の
関
係
は
労
働
組
合
の
運
動
形
態
に

さ
え
反
映
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
心
五
年
の
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
の
さ
い
、
ポ
l
ラ
γ
ド
人
職
業
別
組
合
は
、
ほ
と
ん
ど
全
組
合
員
を
東
エ
ル

ペ
に
送
還
し
て
お
り
、
労
働
組
合
金
庫
は
五
週
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
継
続
期
間
中
に
、
組
合
良
一
人
当
り
わ
ず
か
に
二
・
五
マ
ル
ク
を
支
出
し
た
に
す

ぎ
な
か
っ
た

Q
・
『
・
四
日
白
F

Q

E

b

o

w

印
印
・
ぉ
J
A
8
0

同
二
O
世
紀
初
頭
、
束
プ
ロ
イ
セ

γ

U
ば
あ
い
、
農
業
経
は
規
棋
別
心
労
働
力
不
足
の
割
合
は

ω一一一一
h
ま
で
、
一
二
・
五
%
、
∞
一
四

l
二
八

h
、

二
七
弘
、
山
一
一
八

f
一

o
o
h、
二
一
%
、
同
一

0
0
1
一
五

oh、
一
八
%
、
何
一
五

0
1
二
心

o
h、
一
」
ハ
%
、
附
一
一
C
O
J
五

c
o
u、
一

〕
(

(

j

四
私
、

um
五
り

o
t一、
o
o
o
h、
二
一
%
、
山
一
、

o
o
o
h以
上
、
九
首
、
と
な
っ
て
い
る
。

ωは
六
O
J
七
C
%
ま
で
労
働
需
要
を
家
族

(

P

〕

)

l

成
HH
が
充
足
し
て
お
り
労
働
力
不
足
は
粍
棋
で
あ
る
が
、
加
と
記
は
未
婚
の
背
少
年
男
女
の
毘
仙
労
働
に
依
存
し
て
お
り
、
ゲ
ジ
ン
デ
等
の
原
傭
が

(
 



)

〉

困
難
で
あ
る
た
め
U
一
り
労
働
力
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
山
は
骨
働
力
不
足
解
決
の
た
め
、
往
々
に
し
て
家
族
労
働
者
を
雇
傭
す
る
た
め
の
住
居
を
建

(

〈

〉

で
て
い
た
。
一

o
o
h以
上
白
規
模
。
農
業
経
灯
は
農
地
O
約
四

O
%を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
で
は
、
百
四
労
働
力
不
足
が
披
も
深
刻
で
あ

(
 

あ
〈
〉
・
因
。
同
日
E
a
O
3
Q
R
N
P・

m-g)。

ω
東
エ
ル
ベ
諸
州
に
一
般
的
な
現
象
で
あ
っ
た
が
、
東
ア
ロ
イ
セ
ン
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
州
の
岡
部
で
は
な
お
シ
ャ
ル
グ
ェ
ル
カ
ー
の
提
供
が
存
続

し
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
一
認
め
ら
れ
る
が
、
移
勤
労
働
力
白
流
出
の
最
も
多
い
マ
ズ
l
ν

ン
や
リ
タ
ウ
エ

γ
で
は
総
じ
て
も
は
や
シ
ャ
ル
グ
ェ
ル

カ
1

0
提
依
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

(
p
g同
白
書
官
口
ぬ
ぬ
-
0
・

u
gロ
な
お
、
東
エ
ル
ベ
詰
州
か
ら
の
移
動
労
働
力
の
流
出
A
農
民
周
の

分
解
と
の
内
的
関
連
を
指
摘
す
る
住
柱
一
志
「
初
期
ウ

r
l
パ
ー
の
資
本
主
義
成
立
史
論
」
立
教
経
済
学
研
究
第
一
一
巻
第
一
号
、
京
一
六
三
参
照
。

帥

冨

問

。

n
y
a
a
白
色
-
-
凶
・
弓
回
同
〈
・
国
百
八
戸
。

R
N
0
・印

-s

仰
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
田
盛
太
郎
寸
日
本
資
本
主
義
分
析
』
序
言
、
瓦
一
一
、
松
田
智
地
「
近
代
の
史
的
構
造
論
」
頁
二
九
九
、
三
二

O
l
三
二

一
参
照
。
な
お
、
帝
制
ド
イ
ツ
の
は
ら
む
こ
つ
り
相
到
す
る
社
会
構
造
を
統
一
す
る
経
済
的
央
機
と
し
で
、
商
品
流
泊
、
組
行
資
本
の
媒
介
に
よ
る

東
エ
ル
ベ
の
ユ
ン
カ
l
的
剰
余
而
値
の
問
エ
ル
ベ
ム
業
へ
の
投
下
な
ら
び
に
、
例
外
的
で
は
あ
る
が
西
エ
ル
ベ
工
業
の
産
業
利
潤
の
東
エ
ル
ペ
土
地

所
有
へ
の
投
下
、
労
働
力
移
動
等
が
同
組
之
な
る
が
、
小
論
に
お
い
て
は
さ
い
ご
の
一
点
に
り
み
λ
れれ心。

Y
l
Y
炭

鉱

労

働

カ

の

労

働

条

件

ル
ー
ル
炭
鉱
業
に
ゐ
け
る
労
働
力
編
制
D
形
態
を
検
討
す
れ
ば
(
第
9
表
参
照
〕
、

基
本
的
作
業
工
程
を
担
当
す
る
採
政
夫
が
最
大
白

割
合
を
占
め
て
い
る
c

し
か
も
、
採
炭
労
働
は
撃
と
鶴
明
を
使
用
す
る
単
純
労
働
で
あ
り
、
己
己
に
炭
鉱
業
が
容
易
に
移
勤
労
働
力
を

大
量
に
吸
引
し
え
た
一
要
因
が
あ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的

K
、
排
水
機
・
換
気
装
置
・
汽
僻
等

r配
置
さ
れ
る
機
械
夫
は
複
雑
労
働
を

要
し
、
専
ら
地
元
坑
夫
の
占
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
む
。
古
て
、
労
働
力
陶
冶
白
典
型
的
階
梯
を
検
討
す
れ
ば
、
石
炭
と
廃
石
の
識
別
訓

鯨
を
う
け
た
の
ち
一
七
歳
で
坑
内
に
入
り
、
ま
ず
馬
方
と
し
て
運
搬
労
働

K
従
事
し
、
つ
い
で
制
動
機
や
捲
上
機
に
も
配
置
さ
れ
る
。

λ

i
ル
属
鉱
骨
働
力
の
存
在
形
態

第
八
十
二
巻

七

第

号

t二



ル
ー
ル
民
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態

第 9表 ヒベルニア鉱業会ネ|の

労働力制制の形態 (1905)

採民夫 !I67白人! 40日%

掘進夫 il1282 1 7団

体繕夫 '1 1 422 1 8.51 

第
八
↓
二
巻

b 

前
コ
一
号

ノ一、

そ
の
後
、
児
習
坑
夫
と
し
て
切
羽
に
日
置
さ
れ
、
山
川
崎
に
川
以
車
セ

湾:I:lt:
w 道
ご運
に搬
ちこ の
全連
むh~ 市首
夫点
王主
し で
て押
採送
炭す
労る
{萌 E
"'? 羽生
相l夫
進の
労役
働自j
に を

従も
":11=礼)1
すじ
る"る

(採
11 肢と
支労
柱働
夫ャ
)細

へ進
l¥日労
I~~ 働
さに
れ，ド「ト}

るのえ
。 5

1予な
函01 く
労な
倒つ

力士こ
もも
ま の
たは
こ
ょ 修

c *告
た:土

労
働
力
陶
冶
の
附
梯
を
へ
る
白
が
普
通
で
あ
る
が
、
東
エ
ル
ベ
諸

州
か
ら
の
移
動
労
働
力
の
急
激
た
附
加
に
と
も
な
い
大
『
部
分
が
長

加
の
訓
練
を
へ
な
い
で
坑
内
労
働
に
従
事
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
は
移
動
労
働
力
に
品
い
災
害
本
に
反
映
し
て
い
る
。
炭
鉱
労
働

力
の
基
幹
を
な
す
採
炭
夫
在
中
心
と
し
て
労
働
条
件
土
た
ち
い
っ

τ考
祭
し
て
み
よ
う
。

〕A

労
働
日
世
紀
の
一
九
九
、
一
般
に
労
働
日
は
三
を
代
、
つ
ま
り
午
前
交
代
〔
午
前
六
時
午
後
二
時
)
午
後
交
代
(
午
後
二
時
l
午
後
一

〆
!
L

O
時
)
夜
間
ー
父
代
(
午
後
一

O
時
午
前
六
時
¥

か
ら
僻
成
さ
れ
、
夜
闘
交
代
は
堅
坑
・
運
搬
坑
道
の
修
繕
労
働
h
T
運
搬
坑
道
的
柿
・
機

械
H
汽
憾
手
入
等
の
た
め
に
の
み
行
わ
れ
る
建
前
と
な
っ

τ
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
労
働
口
心
考
然
に
さ
い
し
て
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、

交
代
時
間
(
凹
n
F
E
E
N
0
5
と
労
働
時
間
(
〉
号
O
R
自
旦
門
)
と
の
靖
聞
で
あ
る
。
山
尚
天
掘
や
横
比
掘
の
ぼ
あ
い
に
は
向
者
は
一
致
し
た

が
、
揚
水
竪
坑
に
工
る
深
部
炭
日
間
の
開
発
が
す
す
む
に
つ
一
れ
て
、
入
H
出
坑
に
要
す
る
時
間
が
交
代
時
間
に
算
入
さ
れ
た
か
っ
た
た
め
、

オ工 両
者
は
希
離
し
て
事
実
ヒ
心
労
働
時
間
の
延
長
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
円
由
な
』
労
働
契
約
が
導
入
さ
れ
て
以
来
労
働
円
は
延
長
さ

一
八
六

0
年
代
に
は
一

0
時
間
労
働
は
が
一
般
的
と
な
っ
て
お
り
、
最
初
白
川
以
鉱
争
議
と
い
わ
れ
る
一
八
七
二
年
の
エ
ッ
セ

γ
炭



鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
の
さ
い
に
、
坑
夫
は
入
H
出
坑
を
ふ
く
む
八
時
間
交
代
主
要
求
し
て
い
"
が
。
炭
鉱
機
械
化
が
進
展
す
る
に
と
も
た
い
固

定
資
本
が
薯
し
く
増
大
し
、
炭
鉱
経
営
者
は
資
本
の
鈎
却
を
は
平
め
る
た
め
労
働
日
の
延
長
を
お
し
す
す
め
た
。
坑
夫
が
竪
坑
か
ら
切

羽
に
到
達
す
る
ま
で
の
距
離
は
往
々
に
し
て
優
に
往
復
ご
時
間
を
要
す
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
て
も
、

一
交
代
時
間
は
坑
夫
が
切
羽
に
到

達
し

τ
か
ら
切
羽
を
離
れ
る
ま
で
の
時
間
と
み
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、
一
交
代
八
時
間
が
事
実
上
の
一

0
時
間
の
労
働
時
同
と
な
ヮ
た
。

一
八
八
九
年
白
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
後
も
一
時
的
な
改
普
を
み
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
労
働
時
間
は
九
時
間
以
上
に
延
長
さ
れ
て
お
り
、
か

く
し
て
一
九

O
五
年
の
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
に
さ
い
し
て
も
繰
返
し
て
、
抗
夫
は
一
交
代
を
入
H
出
坑
な
ふ
〈
め
て
八
時
間
へ
短
縮
す
る

こ
と
を
要
求
し
た
白
で
あ
る
。

次
に
時
間
外
労
働
(
口
各
耳
目
E
n
Z
)
に
つ
い
て
み
よ
う
。

一
八
八
九
年
の
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
前
(
一
一
八
八
八
年
一

O
A
一日
l
一八
λ

九
年
四
月
一
日
)
、
多
数
の
炭
坑
で
は
、

一一

1
四
時
間
な
か
に
は
六
J
八
時
間
も
継
続
す
る
時
間
外
労
働
を
週
に
二
悶
乃
至
困
問
、
他
の

炭
坑
で
は
六
凶
も
実
施
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
時
間
外
労
働
は
正
規
の
交
代
時
間
に
直
緩
継
続
し
て
実
施
さ
れ
た
た
め
、

一
交
代
が

六
時
間
に
さ
え
延
長
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
月

l
一
フ
イ
キ
後
、
ま
も
な
く
時
間
外
労
倒
が
復
活
し
た
o

た
と
え
ば
、

一
八
九
ぃ
七
年
む
ず
f

γ

テ
y
管
区
の
鉱
山
監
督
報
告
は
、
坑
夫
数
九
、
五
五
四
人
頭
割
り
年
阿
九
0
時
間
D
時
間
外
労
働
い
か
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
沿

日

一
九

O
O年
の
ず
7

v

テ

γ
γ

ャ
イ
ド
管
医
白
鉱
山
監
督
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
一
一
一
一
四
、
二
二
七
回
白
時
間
外
労
働
が
実
施
さ
れ
、

一
九
一
一
人
頭
割
り
年
間
二
二
・
八
回
、
八
時
間
交
ボ
の
=
一
己
分
間
の
平
均
延
長
と
た
り
、
こ
れ
を
負
担
し
た
坑
内
犬
一

。
、
八
二
六
人
を
基
準
と
す
れ
ば
五

0
分
間
の
平
均
延
長
と
な
っ
た
。
己
う
し
た
時
間
外
労
働
は
、

坑
夫
数
一
四
、

一
面
で
は
、
生
計
補
充
白
た
め
や

病
気
士
た
は
罰
金
に
よ
る
減
収
填
補
の
た
め
に
坑
夫
が
自
発
的
に
実
施
す
る
ば
あ
い
も
あ
ヲ
た
が
、
他
国
で
は
、
炭
鉱
経
営
者
が
町
長

気
の
利
用
ヤ
労
働
力
不
足
の
解
決
の
た
め
に
間
接
的
強
制
あ
る
い
は
直
接
的
強
制
に
上
り
実
施
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

一
八
八
九
年
目
炭

ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存

4
形
態

釘
八
十
~
一
巻

一七

T
J
Z
T
r
 

何

川

内

=

仁

7

九



ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
。
存
在
形
態

第
八
十
二
巻

一
七
凶

第

守

。

鉱
見
ト
ラ
イ
キ
に
さ
い
し

τ、
多
数
白
炭
坑
で
は
無
間
で
時
間
外
労
働
に
協
力
し
た
か
っ
た
坑
夫
は
索
道
運
搬
か
ら
除
外
さ
れ
、
若
干

の
炭
坑
で
は
応
夫
に
対
し
で
直
接
的
強
制
手
段
司
え
行
使
さ
れ
て

W
た
こ
と
が
明
ら
か
に
き
れ
た
。
月
ト
ラ
イ
キ
後
も
同
様
で
あ
っ
て
、

と
り
わ
け
一
八
九
五
年
以
後
の
高
景
気
の
き
い
に
時
間
外
労
働
の
強
制
が
鋭
地
元
「
れ
、
非
協
力
の
坑
夫
は
出
来
高
賃
銀
を
切
下
げ
ら
れ

た
り
、
劣
悪
な
労
働
場
所
へ
配
置
替
さ
れ
れ

l
p、
罰
金
処
分
を
う
け
た
り
し
た
。

こ
の
主
う
な
時
間
外
労
働
臼
対
極
主
在
す
も
の
は
非
番
交
代
(
司
E
Z
m
n
z
n
Z
)
で
あ
っ
て
、

時
間
外
労
働
が
自
発
的
主
た
は
強
制

的
危
労
働
円
の
延
長
で
あ
っ
た
の
は
対
し
で
、
非
帯
主
代
は
自
発
的
ま
た
は
強
制
的
な
労
働
日
の
短
縮
で
あ
り
、
と
り
わ
け
一
九

0
0

。
一
年
の
恐
慌
の
さ
い
に
は
炭
鉱
経
営
者
は
非
番
安
代
を
強
制
し
で
い
か
。
か
〈
L
て
、
時
間
外
労
働
?
と
非
番
交
代
は
炭
鉱
経
常
者

の
景
気
変
動
に
対
応
す
る
調
整
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
白
で
あ
る
。

ω

同
HH百
唱
5
5
P
ーロ
E
君
、
自
お
号
、
』
U
E
g
2
N
G
E唱
え
m電
器
骨
遺
吉
町
民
向
、
L
s
a
a建
立
三
即
日
旬
、
宮
沼
田
S
M
B皇
室
、
N
S
F
H由
己
・
印
旧
∞
・

ω
H
J戸
田
円
o
p
b
E
ぬ
・
口
・
印
国
N
L
P

倒

0
・
2
5
n
r
L
P
O
-
-
印

戸

ω
o
g
-
-
H岳
民
-
K
F
O
R
E
w
a
b・
o
・日・

MN-

M
W
4
m円
宮
・
問
。
n
Y
Q
Q
-
D
4
出
国
ド
仙
川
同
-
F
H
E
R
r
-
P
P
D
・
凹
・
自
白
川
川
寸
四
円
。
同
E
U
Q
Q・
C
・印・

5
0・

品
開
「
吋
塁
。
P
Q
b・
p
・

日

誌

仙

明

同

E
H
H
E目
y
p
a
E
G
-
-
p
m
g・
制

下

回

高

o
p
P
P
D・
-a・お
l
g

同
号
デ
印
印
出
l
m
N・
同

を

子

凹

足

ュB

賃
銀
採
炭
夫
と
掘
進
夫
は
出
来
高
賃
銀
に
よ
り
労
働
し
、
以
前

r請
負
運
搬
夫
と
い
わ
れ
て
い
た
運
殿
夫
平
往
々
に
し
て
修

〔
結
夫
も
ま
た
出
来
高
賃
銀
に
よ
り
労
働
し
た
。
こ
れ
K
対
し
て
、
運
搬
夫
・
制
動
手
・
馬
方
・
左
官
・
大
工
・
坑
外
労
働
者
等
は
時
間

賃
銀
に
よ
り
労
働
し
た
。
賃
銀
支
払
は
、
翌
月
始
め
に
支
払
賃
銀
額
の
半
ば
ま
で
内
金
払
が
認
め

b
れ
、
残
余
が
翌
月
末
に
支
払
わ
れ

る
と
い
う
前
期
的
形
態
を
と
ヮ
て
い
た
。
し
か
も
、
次
の
諾
項
目
の
賃
銀
控
除
が
な
さ
れ
て
い
た
。
伸
一

O
位
以
下
白
プ
フ
ヱ

ニ
ッ
ヒ

。
切
捨
。

ω坑
夫
共
済
金
庫
や
そ
の
他
白
金
庫
に
対
す
る
法
規
上
の
納
付
金
。
ゆ
炭
坑
か

b
交
付
さ
れ
た
爆
薬
や
坑
内
用
一
フ

y
。
フ
の
平



均
原
価
に
相
当
す
る
金
制
畑
、
炭
坑
か
ら
交
付
さ
れ
で
そ
白
保
管
や
使
用
が
坑
夫
自
身
の
責
任
で
あ
る
坑
夫
府
器
具
・
ラ
ム
プ
・
道
具
D

川
悦
損
に
対
し
て
平
均
原
価
に
相
当
す
る
補
償
金
額
。

ω炭
坑
か
ら
交
付
さ
れ
た
住
宅
宇
土
地
利
用
の
賃
借
糾
、
法
況
の
枠
内
で
支
給
さ

れ
た
燃
料
・
給
食
・
食
料
品
の
金
額
。
同
州
支
給
済
の
内
金
払
金
額
。
同
仰
坑
夫
の
責
任
に
よ
り
生
じ
た
炭
坑
の
損
害
の
柿
償
金
額
。
同
w労

働
契
約
の
違
法
解
約
に
対
す
る
代
償
。

ω罰
金
。
以
上
八
項
目
の
う
ち
、
ゆ
と
川
開
に
沿
い
て
は
ト
ラ
グ
ク
・

γ
ス
テ
ム
白
色
彩
が
決
厚

で
あ
り
、
平
均
原
価
等
の
概
念
も
拡
張
解
釈
の
余
地
主
残
し
て
h
d
り
、
潜
在
的
ト
ラ
ッ
ク
の
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る

d

さ
て
、
紛
の
罰
金
白
う
ち
に
は
W
わ
ゆ
る
『
ヌ
レ
ソ
』

(
z
g
ロ
日
)
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
石
炭
荷
下
場
へ
到
着
し
た
炭

車
が
土
石
混
合
や
入
量
不
足
の
ば
あ
H
、
運
炭
目
置
が
そ
の
炭
車
を
可
口
と
す
る
』
つ
ま
り
無
効
と
し
て
、
採
炭
夫
の
出
来
高
賃
銀
の
計

算
か
ら
除
外
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
ヌ
レ

y
b
は
一
八
七

0
年
代
に
す
で
に
ひ
ろ
く
慣
用
さ
れ
て

b
p、
一
八
八
九
年
と
一
九

O
五

年
の
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
の
さ
い
の
最
も
主
要
な
争
点
の
一
づ
で
あ
っ
た
。
坑
夫
数
の
急
激
在
増
加
と
そ
の
雑
多
な
構
成
、
か
つ
て
支
配

的
で
あ
っ
た
家
父
長
的
労
働
関
係
の
解
体
の
進
行
等
の
事
実
に
直
面
し
て
、
炭
鉱
経
営
者
は
労
働
力
統
轄
の
槙
粁
と
し
て
罰
金
や
『
ヌ

レ
γ
』
の
実
施
者
鋭
化
し
た
。
坑
夫
心
攻
撃
の
焦
点
は
『
ヌ
V

Y
』
に
あ
り
、
罰
金
に
対
し
て
は
、
危
険
た
炭
鉱
労
働
に
沿
け
る
規
律

維
持
の
必
要
上
一
応
は
品
川
訳
す
る
態
度
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
罰
金
が
過
度
に
高
額
で
頻
繁
で
あ

p
、
坑
夫
長
に
よ
っ
て
も
実
施
さ
れ

て
仲
裁
機
関
が
欠
け
て
い
る
こ
土
、
罰
金
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
共
済
令
庫
D
管
理
に
坑
夫
が
参
加
し

τ
い
た
い
こ
と
等
に
抗
議
が
む
け

ら
れ
て
い
た
。
一
般
的
傾
向
と
し

τは
徐
々
に
『
ヌ
レ

γ
』
に
潜
っ

τ罰
金
が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
併
用
さ
れ
る
ば
あ
い
が
多
く

(
第
日
虫
、
第
日
表
参
照
〉
、
一
九

O
五
年
の
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
後
に
公
布
さ
れ
た
一
九

O
五
年
七
月
一
四
目
白
労
働
者
保
護
条
令
に
よ
り

『ヌ

V

Y
』
の
廃
止
と
罰
金
の
坑
夫
当
り
月
額
五
マ
ル
ク
以
下
へ
の
制
限
が
規
定
さ
れ
た
。

始
め
て
、

掘
近
夫
の
出
来
高
賃
銀
は
、
竪
坑
・
坑
道
・
交
叉
坑
道
・
制
輸
装
置
付
自
動
運
搬
斜
道
等
の
施
設
を
建
設
す
ゐ
た
め
に
岩
石
を
据
進

ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態

第
八
十
ニ
巻

〕

五

~ 

号



ル
ー
ル
炭
鉱
労
倒
力
の
存
在
服
態

第10表団ドルトムント管区の炭坑の

採掘l高に対ずる『ヌレン 1の割合

炭 坑 1I 1895 1896 I 

Boru叫 11 0.65%! 州特

D叩 feld1 1.15 1.14 

Dorstfeld II 1.17 i 1.20 

E:-in 0.72 0.89 

V日r.Germania 1 1.50 I 0.60 

ver. Germania II 11 0.10 i 0.07 

Hansa 1.80 ~ 1.16 

Mont Cenis 0.44 I 0.6-6 

Graf Sd附 rin I1 0.80 1 0.87 

w出 Lhau出口 :1 0.07 罰金ノミ

I Zol1町口 :! 1.32 0.34 

第11表東ドルトムソト管区における

罰金と「ヌレソ!との却l合

土吐罰金|ヌレシ恒型1l
1897 13 883M' 36初1M422Ml 
1898 16 175 1 54四 5お|

第
八
十
二
番

一己
/、

信

号

し
た
メ
ー
ト
ル
数
ま
た
は
立
万
メ
ー
ト
ル
数
を
基
準
と

し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
掘
進
作
業
は
請
負
業
者
D

入
札
に
よ
る
ば
あ
い
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
請
負
業
者

は
、
イ
タ
リ
ー
人
等
の
外
国
人
労
働
J

括
主
掘
進
労
働
の

基
幹
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
予
期
通
り

に
進
捗
し
た
け
れ
ば
作
業
を
停
止
し
て
賃
銀
を
支
払
わ

な
か
ヮ
た
た
め
、
尻
夫
は
請
負
制
度
比
対
し
て
非
常
な

反
感
を
い
だ
い
て
い
た
n

な
お
、
請
負
制
度
は
運
搬
労

働
の
ぼ
あ
い
に
も
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
坑
道
運
搬

な
く
、
請
負
業
者
心
所
有
で
あ
っ
た
。
請
負
業
者
は
、
北
内
に
地
下
蹴
舎
を
設
置
し
、
石
炭
ト

γ
・
キ
ロ
当
り
一
四
J
一
五

y
フ
ヱ

の
さ
い
に
使
用
さ
れ
た
馬
匹
は
炭
鉱
会
社
の
所
有
で
は

ッ
ヒ
の
出
来
高
賃
銀
、
馬
一
一
樹
当

p
八
O
i九
0
7
ル
グ
の
月
給
、
あ
る
い
は
馬
一
頭
・
一
交
代
当
り
四
マ
ル
ク
白
日
給
等
心
詩
形
態

で
馬
匹
運
搬
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。

と
と
る
で
、
採
炭
夫
や
掘
進
犬
山
出
来
高
賃
銀
は
、
坑
夫
長
と
切
羽
坑
夫
頭
と
の
交
渉
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
白
で
あ
フ
て
、
こ
己
に

家
父
長
的
労
働
関
係
の
直
接
山
残
存
物
が
見
出
さ
れ
る
。
旧
型
の
玩
夫
屑
の
分
解
に
と
も
た
い
、
抗
夫
長
は
炭
鉱
経
営
者
の
利
害
代
表

と
在
っ
て
沿

p
、
切
羽
坑
夫
頭
も
切
羽
坑
夫
仲
間
が
多
数
の
ば
あ
い
に
は
坑
犬
長
に
よ
り
指
名
さ
れ
て
い
た
た
め
、
出
来
高
賃
銀
の
決

定
は
重
大
な
争
点
を
は
b
む
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
一

ω決
定
は
も
と
よ
り
自
然
的
条
件
に
よ
り
大
幅
に
左
右
さ
れ
た
が
、
坑
夫
長
の



ヤ

マ

個
人
的
感
情
が
多
分
に
影
響
し
た
た
め
、
「
山
以
山
と
坑
十
人
長
が
抗
十
点
を
つ
く
る
1
』
(
ロ
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岡
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ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態

第
八
十
二
者

』

七

第
二
号

回
日
回
目

E
三
)
と

て い
レ、しq

t:;1免〉手
ロ

こオy

うさ
し，1.-

た
前
期
的
労
働
関

係
の
打
破
の
た
め

十亡

一
八
八
九
年

と
一
九

O
五
年
の

炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ

に
さ
h
し
て
、
坑

夫
に
よ
っ
イ
労
働

者
委
員
会
の
導
入

が
要
求
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
採
炭

夫
h
T
掘
進
夫
の
労

働
強
化
の
た
め
に



ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
主
形
恕

第
八
十
二
巻

七
i¥. 

第

号

四

白
米
高
賃
銀
に
割
増
金
が
追
加
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
坑
夫
長
白
監
替
労
働
D
強
他
の
た
め
、
採
山
民
高
の
増
進
・
生
産
費
の
軽

減
・
坑
夫
の
平
均
能
率
の
増
進
片
山
寸
を
実
現
し
た
坑
夫
長
の
月
給
に
割
増
金
が
追
加
さ
れ
て
お
川
、
重
畳
し
た
能
率
給
体
系
が
賃
銀
体
系

の
基
軌
を
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
H
ど
に
、
各
階
附
の
坑
夫
の
手
取
賃
銀

(
上
述
の
八
項
目
の
賃
銀
控
除
介
を
差
引
い
士
賃
銀
)

の

を
総
指
的
に
表
出
す
る
第
ロ
表
を
検
討

す
れ
ば
、
恐
慌
(
一
八
九
C
、
一
九
0
0、
一
九
O
七
)
、
不
況
(
一
八
九
一
九
四
、
一
九
O
一
1
0三
、
「
九
O
入
一

0
1
回
復
好
況
(
一
八
九

五
九
九
、
-
九
O
四
l
O
六
〉
の
交
替
に
ほ
ぼ
照
応
す
る
年
収
の
変
動
を
示
し
て
い
る
が
、
一
九
世
紀
末
葉
と
り
わ
け
一
八
九
五
年
以
降

に
『
大
不
況
』
か
ら
脱
却
し
て
の
一
ち
、
賃
銀
は
徐
々
に
上
井
す
る
趨
勢
を
示
し
て
い
泊
。
さ
て
、
ゲ
ル
ゼ

γ
干
ル
ヘ
ン
市
長
は
一
八
八

九
年
以
前
で
五
人
家
族
心
生
計
費
は
年
間
最
低
一
、

O
六
七
マ
ル
グ
と
算
定
し
て

b
b、
一
八
八
九
年
の

A
階
層
の
年
収
一
、

O
二
八

マ
ル
グ
は
、
坑
夫
の
上
層
部
分
で
さ
え
賃
銀
水
準
は
労
働
力
白
再
生
産
費
が
下
mm
る
生
存
最
低
限
以
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い

一
八
九
七
年
に
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
長
ブ
ル
ー
ス
ト
(
』
再
開
口
旦
回
ヨ
且
)
は
六
人
家
族
の
か
左
り
の
生
計
に
必
要
在
最
低
賃
銀

め

を
年
間
一
、
五
三
六
マ
ル
ク
と
算
定
し
て
い
ふ
。

A
階
層
心
み
は
一
九
0
0年
お
よ
び
一
九

O
六
年
以
降
に
そ
れ
を
上
廻
っ
て
い
る
が
、

る
同

νmH白
オ
ザ
円
。
円
H10ω
唱
。
ロ

ιouN)

な
治
、
社
会
民
主
党
通
信
(
印

E
5
5
0目
。
町
民
国
各
。

は
一
九

O
一
五
年
に
大
都
市
に
お
け
る
四
人
家
族
の
支
出
を
必
要
と
す
る
平
均
的
な
生
計
費
を
年
間
一
、
一

四
二
・
九
六
マ
ル
ク
と
算
定
し
て

b
h、
と
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
ル
炭
鉱
地
帯
の
割
高
た
物
価
を
考
慮
し
て
も
、

A
階
層
の
み
は

ぞ
り
ば
あ
一
い
労
働
強
度
の
増
大
や
物
価
騰
貴
が
考
慮
さ
れ
る
事
へ
き
で
あ
ろ
う
。

世
紀
白
交
以
降
そ
れ
を
上
廻
る
年
収
を
え
て
い
る
。
か
く
し
児
、
こ
の
意
味
に
沿
い
て
坑
夫
白
上
層
部
分
を
な
す
A
階
層

(
1『
本
来
の

鉱
山
労
働
者
』
)
に
労
働
者
貴
族
層
山
成
立
を
認
め
る
と
し
て
し
ド
、
そ
の
実
体
と
基
盤
白
薄
弱
性
は
右
の
分
析
に
よ
り
明
白
で
あ
る
。

(工)

】

[

]

川

H

の問。
p
a・九時町
D
u
印・品回・



同W

邑
詑
・
印

g・
な
お
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
前
掲

(
N
司

P
3
1
M
m
}出
四
回
口
伺
呂
日
目
図
。
片
付
日
伊
位
。
〕
の
一
人
人
九
年
。
炭
砿
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い

て
-
訓
じ
た
ハ

l
qア
ィ

I
C
P
E
2
同
E
ベ
国
民
匹
。
)
苑
の
世
間
に
お
い

τ、
ト
ラ
y

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
協
同
組
合
出
の
唱
の
も
と
に
偽
装
さ
れ
て
ひ

ろ
く
ゆ
き
わ
た
ヮ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
亡
い
る
。

∞
イ
ギ
リ
ス
で
は
雌
凹
さ
れ
た
石
炭
が
粁
比
さ
れ
て
ト
γ
当
り
で
出
来
高
託
銀
が
支
払
わ
れ
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
で
は
五

0
0
1五
五

0
キ
ロ
グ
ヲ

ム
の
容
量
白
炭
車
当
り
で
+Y
払
わ
れ
て
い
た
。
久
ぃ
採
炭
夫
は
石
炭
荷
下
場
に
あ
る
黒
板
の
持
定
請
号
に
よ
り
代
表
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
採
炭
夫
が
積

載
し
て
坑
外
へ
搬
出
さ
れ
た
炭
車
に
も
同
一
番
号
が
肘
け

b
れ
て
お
り
、
選
炭
長
は
州
島
町
板
に
各
採
炭
宍
番
号
に
つ
い
て
白
墨
綿
を
引
い
て
有
効
と
す

ゐ

ι、
あ
る
い
は

0
と
記
L
て
無
効
と
し
た
の
で
あ
る

P
E
4
2
-
Q
向
。
回
目
印

S
1
8〕。

川開

4
E・
ロ
中
日
n
F
a・
ぬ
色
-w

印印・

hHlMM-

同開

F
E
o
u
F
a
b
-
P
印・

5
r

仙
川
京
子
拐
-
g
i
g
-

川
W
N
F
R
F
白山・

H
E
-
-
G凶
川

明

0
・
盟
E
R
H
H
戸

-hp・
日
耳
目
白
u
p
p
G
・印印・

U
N
l
u
p
c・
田
区
0・
R
N
n
p
p
目
的
・
呂
ω
j
g
h
p

M明
】
し
]
戸
o
u
R
Q
-
Q
-
G
E
U
I一回目
'

S

1

8

M

州

D
g
E
H
n
y
a
Q
D
Z
印
・
日
目
。
・
凶
「
目
。
匂
o
p
a・ぬ
io--
印目

N
F
司

間

E
L・
也

印

・

ミ

州

岬

司

項

目

』

山

口

F

Q
内

N

・
G
・印

-
b
出

ω

H
し
司
H
4
0
3
Q
-
p
q
.、
印
・
寸
N
L再
開
。
n
F
n
p
D
u
m印

E
?ム
日
。
か
ら
俳
成
。

何
回
再
・
同
2
F
p
p
p・
印

可

制

HV・
E
4
E
p
a
-
-
・印・

NZ9

倒

口

中

F
n
r
o
M
p
a
-
-
-
印・

5

川
明
言
門
田
空
間
口
目
当
阿
佐
ど
国
位
同
丘
室
内
静
官
、
暗
号
、

hnhb
吾
、
』
亭
主
芯
可
句

npnL3
吉
岡
宮
、
4RNasn同

h
きぬ
3
E
包
udihMWU凶・

5
2・
伊

2
・

な
お
、
大
野
英
二
「
改
良
主
義
の
窮
乏
仙
理
論
」
(
岸
本
英
太
郎
制
『
資
本
主
義
と
貧
困
』
)
頁
三
三
事
照
。

補
註
I

住
宅
世
紀
の
交
、
坑
夫
総
数
。
一
七
%
は
自
宅
、
二
一
・
一
%
は
炭
鉱
会
社
心
社
宅
、
六
一
・
九
%
は
私
的
貸
間
・
貸
家
に
居
住
し
て
い

た
。
こ
己
で
は
社
宅
に
つ
い
て
の
み
検
討
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
不
断
に
流
動
す
る
移
動
指
働
力
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
白
七
一
・
三
%
は
集
団
住
宅
(
問
。
E
E
oろ
の
形
式
全
と
っ
て
お
り
、
八
六
三
併
は
莱
閤
地
官
、
一
一
五
%
は
小
前
庭
を
、
九
六
%
は
豚

や
牝
山
羊
用
の
家
畜
小
屋
を
有
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
社
宅
は
同
時
に
労
働
力
統
轄
の
一
手
段
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
居
住
す
る
坑
安
は
、
個
人

的
自
由
宇
組
織
活
動
等
を
著
し
く
制
限
さ
れ
、
劣
悪
な
労
働
条
件
や
待
遇
を
判
受
し
、
時
間
外
野
働
や
日
限
日
暫
慨
に
ひ
き
入
れ
ら
る
ご
と
も
多
く
、

帝
国
議
会
選
羊
寄
の
公
民
権
の
桁
使
に
干
渉
を
う
け
る
己
と
も
祈
で
は
な
く
、
新
聞
購
読
の
監
視
さ
え
う
吋
た
。
と
り
わ
け
、
封
鎖
的
な
集
団
住
宅

は
移
動
労
働
力
を
隔
離
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。
炭
鉱
労
働
力
の
労
働
条
件
も
こ
う
し
た
住
宅
問
題
と
相
関
的
に
把
揮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な

ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
夜
形
態

第
八
十
三
巻

七
九

第
三
号

互五



ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態

第
八
十
二
巻

ノ1
0 

第

号

/、

材
、
住
宅
問
題
や
炭
鉱
民
需
に
つ
い
て
は
他
の
機
会
に
分
析
す
る
(
可
E
F
F
4
0口
ぬ
-
P
0
・
出
回
E

呂
田

l
呂
田
)
。

初
註
E

一
八
八
九
年
の
炭
鉱
ス
ラ
イ
キ
の
さ
い
の
坑
去
の
要
求

ω一
C
l
二
心
%
の
賃
親
引
上
。
由
来
百
貨
銀
の
月
の
上
骨
川
烹
由
旬
の
確
定
。

ω入
1
出
坑
を
ふ
く
め
て
一
交
代
か
八
時
間
(
ル
l
ル
と
ザ

i
ル
〉
な
ら
び
に
九
時
間
と
一

0
時
間
(
ザ
タ
セ
ソ
と
オ
!
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
l
ジ
エ
ン
〕

へ
短
縮
。

ω懲
罰
制
度
。
炭
事
の
円
ヌ
レ
ン
」
の
洛
意
的
点
施
む
中

H
。
坑
夫
長
の
随
意
。
懲
剖
の
中
止
。
罰
金
士
労
働
者
共
同
管
現
下
の
共
済
企

印
へ
納
入
。

ω木
材
運
搬
・
軌
条
運
搬
等
の
副
次
的
労
働
に
も
賃
銀
支
払
。
制
時
間
外
労
働
は
緊
急
時
に
の
み
坑
夫
の
同
志
を
え
て
実
施
。
川
川
炭
車

は
等
量
の
詐
量
を
も
ら
検
宣
さ
れ
る
こ
と
。
例
坑
十
六
府
間
具
油
火
薬
の
原
価
で
の
交
付
。
働
燃
料
炭
の
廉
価
な
士
始
。
仙
閣
不
評
の
封
働
者
や
ス

ト
ラ
イ
キ
参
加
労
働
者
の
処
分
中
止
。
慣
用
の
プ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
反
対
。
帥
労
資
仲
裁
り
た
め
各
炭
坑
に
坑
夫
選
出
の
労
働
者
委
員
会
設

置
八
円

]24σ
口
同

I
b
o
-
明

白

】

3
1可也)。

相
註
E

一
九
心
五
年
の
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
の
き
い
の
坑
夫
の
要
求

ω入
1
出
坑
を
ふ
く
め
マ
八
時
聞
の
交
代
時
間
。
接
氏
二
八
度
以
上
の
湿
熱
場

所
で
は
し
八
時
間
の
交
代
時
間
。

ω日
曜
u
H
労
働
平
時
間
外
労
働
は
、
人
命
救
助
の
た
め
に
申
み
、
異
常
心
経
営
撹
乱
や
竪
坑
修
理
の
さ
い
に
許
す
。

ゆ
炭
車
内
『
ヌ
レ
ン
し
の
即
時
廃
止
。
土
石
混
合
す
る
ば
あ
い
も
炭
車
積
載
の
石
炭
に
賃
銀
支
払
。
あ
る
い
は
、
石
院
の
賃
銀
支
払
を
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
よ
う
に
重
孟
に
よ
り
行
、
三
炭
牢
の
検
呈

9

民
主
の
容
孟
白
明
示
。

ω毎
年
の
秘
密
選
挙
に
よ
り
此
夫
か
ら
炭
車
管
理
係
な
ら
び
に
検
企
長

を
選
出
。
伺
最
低
賃
銀
の
確
定
。
刷
出
来
同
賃
銀
り
坑
夫
・
見
習
坑
去
五

M
、
刷
時
閣
賃
銀
の
抗
夫
見
習
坑
夫
四
・
王

M
、
制
制
副
手
三

M
、
制
高

万一二

M
、
同
運
搬
去
三
八

O
M
、
的
成
年
日
投
一
一
人

O
M
、

ω左
官
五

M
、
何
世
年
日
役
一
・
五

O
M
、
削
コ

i
グ
ス
製
造
夫
・
均
し
夫
四
・

五
O
M
、

ωコ
ク
メ
製
造
小
沢
・
税
込
去
五

M
、
制
コ

1
グ
ス
製
造
共
・
装
入
夫
一
一
・
八

O
M
、
の
最
低
賃
銀
。
仰
世
銀
支
払
を
月
三
回
と
し
、
当

該
月
末
に
第
一
回
、
一
心
日
後
に
第
一
一
回
、
ね
そ
く
L

乙
も
翌
月
二

O
口
に
第
三
目
白
賞
品
支
払
。

ω労
働
者
委
員
会
を
設
置
し
て
、
苦
情
・
酔
需
を

処
理
し
、
賃
銀
川
畑
差
合
規
制
し
、
共
済
企
咋
を
共
同
管
理
す
る
。
的
二
年
毎
に
秘
昔
選
挙
に
よ
り
坑
去
か
ら
選
出
さ
れ
、
炭
坑
所
布
者
全
た
は
国
家

か
ら
支
払
わ
れ
る
炭
坑
管
迎
人
の
導
入
。
被
選
挙
人
は
最
低
一
年
間
坑
夫
で
あ
っ
た
も
の
一
で

=
0歳
以
上
。

ω坑
夫
共
済
組
合
制
度
の
改
唱
。
川
閉
す

べ
て
の
既
婚
者
・
廃
疾
者
・
未
亡
人
・
扶
養
家
族
あ
る
独
身
者
に
原
仰
で
良
質
白
右
炭
の
現
物
給
与
〔
最
低
毎
月
一
炭
車
〉
。
帥
頗
繁
か
つ
苛
酷
な

懲
加
の
廃
止
。
同
炭
鉱
築
制
住
宅
の
賃
貸
契
約
に
お
い
て
僻
約
告
知
か
」
(
二
週
間
前
町
か
わ
り
に
)
一
カ
月
前
ー
と
す
る
。
仰
人
間
ら
し
く
取
扱
う
こ

と
。
労
働
者
を
虐
待
し
た
り
仰
序
し
た
り
す
る
職
員
。
懲
罰
ま
た
は
解
属
。
同
労
働
運
動
白
十
め
に
処
舟
・
賃
銀
割
引
・
懲
罰
を
行
わ
な
い
こ
と
。

こ
と
に
現
在
の
ス
ト
ヲ
イ
キ
の
た
め
の
炭
鉱
集
団
住
宅
の
脂
住
者
の
解
約
告
知
や
追
立
を
行
わ
な
い
こ
と
。
制
労
働
者
組
織
り
承
認
(
出

H
Hげ
5
n
y



Q

G

・
O

・
日
目
印
∞
0
1日巴)。

あ

と

1J、

き

世
紀
の
交
の
ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
白
存
在
形
態
は
二
つ
の
嗣
か

b
の
規
定
を
う
け
て
い
た
。
そ
り
第
一
一
は
ル

I
L
F
炭
鉱
業
白
生
産
力

段
階
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
的
作
業
工
程
た
る
採
炭
労
働
に
沿
い
て
は
た
お
撃
と
鶴
拘
を
使
用
す
る
子
労
働
が
支
配
的
で
あ
り
、
採

炭
機
械
仰
は
漸
く
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
炭
鉱
機
峨
化
の
第
一
段
階
か

b
第
二
段
階
へ
の
移
行
過
程
に
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
り
第
二
は
ん

l
ル
炭
鉱
労
働
力
の
構
成
に
沿
い
て
東
エ
ル
ベ
諸
州
か
ら
の
移
動
労
働
力
が
決
定
的
役
割
を
果
す
に
い
た

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
問
題
を
ル
ー
ル
炭
鉱
地
帯
に
局
限
し
な
い
で
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
に
ま
で
拡
げ
て
、
全
機

構
的
に
把
根
子
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ル
ー
ル
炭
鉱
業
に
お
け
る
産
業
革
命
の
さ
な
か
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
新
型
の
坑
夫
層
は
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
二
而
か
ら
制
約
さ
れ
た
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
型
の
坑
夫
周
り
形
成
に
と
も

な
ヮ
て
、
と
の
一
わ
け
一
八
八
九
司
の
炭
鉱
ス
T

ラ
イ
キ
士
契
機
と
し
て
、
炭
鉱
労
働
者
の
組
織
は
急
速
に
進
展
し
、

一
九

O
五
年
の
炭

鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
の
前
夜
に
は
、
社
会
民
主
党
系

ω旧
組
合
(
〉
拝
日
〈
司
『
自
己
)
は
約
八
・
一
万
人
、
中
央
党
系
の
キ
リ
兄
ト
教
労
働

組
合
(
門
町
宮

-RZHD0412宵
A
q
q
o
E〉
は
約
四
・
五
万
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
職
業
別
組
合

(
E
E
ω
n
Z
回
日
正

2
0日
E
宮
ロ
四
)
は

約

0
・
五
万
人
、
ヒ
ル
ジ
ュ
日
ド
ウ
ン
カ
l
労
働
組
合
(
出

E
S
I
U
E
n
r
2
R
E
の
2諸
島

2
3
E
)
は
約

0
・
二
万
人
を
組
織
す
る

に
い
た
っ
た
が
、
こ
う
し
た
炭
鉱
労
働
者
の
組
品
川
平
運
動
の
形
態
も
ま
た
右
の
点
の
理
解
を
欠
い
て
は
把
握
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ホ
小
論
は
昭
和
一
一
二
ニ
年
度
文
部
省
科
学
研
究
交
付
金
機
関
研
究
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

ー
!
一
九
五
八
・
じ
・
一
六
・
杭
』

ル
ー
ル
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存
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形
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